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47-2311
75-4111
79-2241
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組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品取扱高

32,777人
26億5,202万円

2,509億8,317万円
336億1,129万円
5,509億1,283万円

9億458万円
5億6,660万円

ここだけの話

理 事 会 無 料 相 談 日

次回のふれあい訪問日

緊 急 連 絡 先

JAひがしみの概況
（令和４年５月31日現在）

■
思
え
ば
ウ
ン
十
年
、ほ
と
ん
ど
コ
シ
ヒ
カ
リ
だ
け

を
食
べ
て
き
て
、他
の
米
も
食
べ
て
み
た
く
な
っ
た
。

Ｃ
Ｍ
で
よ
く
見
る
も
の
か
ら
試
し
、炊
け
る
匂
い

か
ら
違
う
の
に
驚
い
た
。粒
の
長
さ
に
よ
る
食
感
の

違
い
や
粘
り
、時
間
が
た
っ
た
時
の
具
合
。

　

初
め
は
ど
う
し
て
も
、コ
シ
ヒ
カ
リ
を
基
準
に

し
か
味
わ
え
な
か
っ
た
が
、ど
の
米
も
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
方
で
大
切
に
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。背
景
に
あ
る
自
然
を
想
像
し
な
が
ら
、だ
ん

だ
ん
違
い
が
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。炊
き
立
て
は

イ
マ
イ
チ
で
も
、弁
当
で
は
む
し
ろ
良
か
っ
た
り
。

一
周
し
て
、「
や
っ
ぱ
り
地
元
の
米
が
一
番
！
」に

戻
っ
て
く
る
予
感
は
あ
る
の
だ
が
…
。　　
　
（
み
）

事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

ご案内窓口 市外局番 ☎（0573)

通帳・キャッシュカードを無くしてしまった 0120-21-5522TEL

葬儀に関するご相談は 0120-09-8382TEL

電化製品のお問い合わせは 0573-78-0122TEL

プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは 0573-68-7744TEL

第3回理事会 （令和４年６月２８日）

次の事項が審議されました。
【附議事項】
①監事監査実施結果に基づく改善を要
する事項に関する回答書について
②第２４年度業務報告書について
③２０２２年度版コンプライアンス・マニュ
アルの改正について
④令和４年度の各理事の報酬額について
⑤役員賠償責任保険の加入（継続）につ
いて
⑥理事との利益相反契約について

9日（火）・10日（水）令和4年8月

みんなの
よい食プロジェクト
笑味ちゃん

なす太郎のポイント指南 主枝の決定、整枝・剪定【彩・菜・栽】

安定生産とともに、美味しい米づくりを目指しましょう！【農旬情報】

〝
お
い
し
い
〞が
聞
け
る

お
客
さ
ん
の

ト
マ
ト
を
作
っ
て
い
き
た
い

7

※５月の店舗再編以降、下野支店で開催していたものは福岡支店での開催に変更になっています。
　ＪＡオリジナルカレンダーにも相談日を掲載していますが、同様に変更となりますのでご注意ください。
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Yume Note

岐阜県下ＪＡグループは
地産地消を推進しています

第
24
回
通
常
総
代
会

特集



● 23 ● JAひがしみの

　
「
加
子
母
は
僕
の
よ
う
に
外
部
か
ら
来
て
も
住
ま
い
や
農
地
、

ハ
ウ
ス
建
設
ま
で
先
輩
農
家
や
Ｊ
Ａ
が
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
、
他
に
な
い
産
地
」と
話
す
佐
藤
さ
ん
は
各
務
原
市
の
出
身
。

　

営
業
職
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
35
歳
の
時
、「
自
分
の
裁
量

で
で
き
る
仕
事
を
し
た
い
」と
考
え
、（
一
社
）農
畜
産
公
社
に

相
談
。
岐
阜
県
農
業
大
学
校
の
社
会
人
コ
ー
ス
で
４
ヵ
月
学
ん
だ

後
、
岐
阜
県
の「
あ
す
な
ろ
農
業
塾
」を
通
し
て
加
子
母
地
区
の

ト
マ
ト
農
家
の
も
と
で
１
年
間
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
翌
年
就

農
し
て
苗
２
，２
０
０
本
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
５
年
後
に
は
家
族

を
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
が
今
年
栽
培
す
る
の
は
６
，０
０
０
本
。
作
業
は

パ
ー
ト
と
２
人
体
制
で
す
。「
パ
ー
ト
さ
ん
に
続
け
て
働
い
て

も
ら
え
る
よ
う
冬
場
の
作
物
も
研
究
中
。
ト
マ
ト
は
春
か
ら
秋
の

仕
事
な
の
で
、
周
年
で
働
け
な
い
と
人
材
の
確
保
が
難
し
い
」と

い
い
ま
す
。

　

栽
培
10
年
目
の
昨
年
か
ら
は
33
戸
が
加
入
す
る
加
子
母
ト
マ

ト
生
産
組
合
の
組
合
長
を
務
め
る
佐
藤
さ
ん
。
加
子
母
ト
マ
ト
の

土
台
を
築
い
て
き
た
先
輩
と
若
手
、
両
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
難
し

さ
も
感
じ
つ
つ
、
ハ
ウ
ス
の
一
部

で
栽
培
試
験
を
行
い
、
統
一
さ
れ

た
美
味
し
さ
を
目
指
す
た
め
、
農

家
同
士
で
ト
マ
ト
の
試
食
会
も
増

や
す
予
定
で
す
。「
加
子
母
の
歴
史

を
大
切
に
し
な
が
ら
お
客
さ
ん
の

〝
お
い
し
い
〞が
聞
け
る
ト
マ
ト
を

作
っ
て
い
き
た
い
」と
佐
藤
さ
ん
は

笑
い
ま
す
。

　

加
子
母
の
ト
マ
ト
は〝
食
っ
た
ら
わ
か
る
〞が

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。
加
子
母
、
付
知
、
福
岡
、
坂
下
、

川
上
地
区
の
ト
マ
ト
は
加
子
母
選
果
場
に
出
荷
さ

れ
、
そ
の
他
の
地
域
の
ト
マ
ト
は
中
津
川
選
果
場
に

出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト「
Ｊ
Ａ
タ
ウ

ン
」で
販
売
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

加
子
母
選
果
場
の
ト
マ
ト
は「
カ
シ
モ
ー
ル
」サ
イ
ト

で
も
販
売
し
ま
す
。

　

両
サ
イ
ト
は
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

第
24
年
度（
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

３
月
31
日
ま
で
）貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及

び
注
記
表
の
内
容
並
び
に
会
計
監
査
人
の
監
査
報

告
及
び
監
事
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

　

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
を
６
ペ
ー
ジ
に
記

載
。
た
だ
し
、「
注
記
表
」並
び
に「
附
属
明
細
書
」

に
つ
い
て
は
、
法
令
及
び
定
款
第
40
条
第
５
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
当
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://ja-higashim
ino.or.jp

）に
掲
載
。

第
24
年
度（
令
和
３
年
度
）事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て（
４
〜
６
ペ
ー
ジ
）

〈
賛
成
5
3
1
票
、
反
対
0
票
〉

中
期
経
営
計
画（
令
和
４
年
度
〜
令
和
６
年
度
）

の
設
定
に
つ
い
て（
７
ペ
ー
ジ
）

　

な
お
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
す
で
に
着
手
し
て

い
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
本
議
案
に
よ
り
追
認
を

求
め
る
も
の
と
す
る
。

〈
賛
成
5
2
9
票
、
反
対
2
票
〉

第
25
年
度（
令
和
４
年
度
）事
業
計
画
の
設
定
に

つ
い
て（
７
、８
ペ
ー
ジ
）

　

第
25
年
度
の「
事
業
計
画
」を
設
定
す
る
た
め

の
承
認
を
求
め
る
。

　

な
お
、令
和
４
年
４
月
か
ら
す
で
に
着
手
し
て
い

る
項
目
に
つ
い
て
は
、本
議
案
に
よ
り
追
認
を
求

め
る
も
の
と
す
る
。 〈
賛
成
5
3
1
票
、反
対
0
票
〉

総
合
事
業
再
編
計
画
に
か
か
る
支
店
再
編（
第
２

期
）に
つ
い
て

　

総
合
事
業
再
編
計
画
に
基
づ
き
支
店
再
編（
第

２
期
）を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
規
約
第
41
条

に
よ
り
承
認
を
求
め
る
。

　

具
体
的
な
再
編
の
内
容
は
、
落
合
支
店
神
坂

営
業
所
及
び
坂
下
支
店
山
口
営
業
所
の
２
営
業

所
を
令
和
６
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

〈
賛
成
5
2
3
票
、
反
対
7
票
〉

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

農
業
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正（
令
和
３
年
３

月
１
日
施
行
）が
さ
れ
、
組
合
と
役
員
等
と
の
間

の
補
償
契
約
及
び
役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
内

容
の
決
定
を
す
る
際
に
は
、
理
事
会
の
決
議
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
補
償
契
約
に
基
づ
く
補
償
を
し
た
理
事

及
び
当
該
補
償
を
受
け
た
理
事
は
、
当
該
補
償
に

つ
い
て
の
重
要
な
事
実
を
理
事
会
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
定
款
に
お
け
る
理
事

会
決
議
・
報
告
事
項
の
う
ち「
各
号
に
定
め
る
も

の
の
ほ
か
理
事
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
た
事

項
」と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

先
輩
と
若
手
、

両
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

〝
食
っ
た
ら
わ
か
る
〞加
子
母
の
ト
マ
ト

中津川市加子母
佐藤 勝利さん（46）

第24回通常総代会
ふれっしゅニュースSDGs
品質、味良く好評

農旬情報

夏秋トマト出荷開始 ほか

安定生産とともに、
美味しい米づくりを
目指しましょう！
彩・菜・栽
なす太郎のポイント指南
主枝の決定、整枝・剪定

掲示板

今日も二人三脚
キラキラ ひがしみのっ子

Informations

おはなし日和
頭の体操

特集
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ＪＡ営農指導員と栽培管理について話す佐藤さん（左）
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11

13

15

16

18

19

20

第24回通常総代会
　ＪＡひがしみのは６月２２日（水）、東美濃ふれあいセンター（中津川市茄子川）で
第２４回通常総代会を開催しました。新型コロナウイルス感染症対策として、総代の
皆さま方の安全を第一に考慮し、書面議決を中心としながら、ご本人出席も可能と
して開催させていただきました。議長には小澤建男氏（恵那市明智町）が選任され、
第６号議案までと附帯決議案について審議し、全議案とも原案通り可決承認されました。
　特集では要点を紹介しますが、決議の過程について透明性を持たせるために、
事前に提出された議決権行使書の各議案ごとの賛成、反対数につきましては〈かっこ
内〉に掲載しました。

特集

出席状況
総代数定数
出席総代数
　本人出席
　委任状出席
　議決権行使書

6００名
583名
51名
0名

532名

あいさつする
ＪＡひがしみの細江成徳
代表理事組合長

報
告
事
項

第
１
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

第
4
号
議
案

第
5
号
議
案

かつ　 とし

https://ja-higashimino.or.jp
JAひがしみのホームページ



● 23 ● JAひがしみの

　
「
加
子
母
は
僕
の
よ
う
に
外
部
か
ら
来
て
も
住
ま
い
や
農
地
、

ハ
ウ
ス
建
設
ま
で
先
輩
農
家
や
Ｊ
Ａ
が
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
、
他
に
な
い
産
地
」と
話
す
佐
藤
さ
ん
は
各
務
原
市
の
出
身
。

　

営
業
職
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
35
歳
の
時
、「
自
分
の
裁
量

で
で
き
る
仕
事
を
し
た
い
」と
考
え
、（
一
社
）農
畜
産
公
社
に

相
談
。
岐
阜
県
農
業
大
学
校
の
社
会
人
コ
ー
ス
で
４
ヵ
月
学
ん
だ

後
、
岐
阜
県
の「
あ
す
な
ろ
農
業
塾
」を
通
し
て
加
子
母
地
区
の

ト
マ
ト
農
家
の
も
と
で
１
年
間
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
翌
年
就

農
し
て
苗
２
，２
０
０
本
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
５
年
後
に
は
家
族

を
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
が
今
年
栽
培
す
る
の
は
６
，０
０
０
本
。
作
業
は

パ
ー
ト
と
２
人
体
制
で
す
。「
パ
ー
ト
さ
ん
に
続
け
て
働
い
て

も
ら
え
る
よ
う
冬
場
の
作
物
も
研
究
中
。
ト
マ
ト
は
春
か
ら
秋
の

仕
事
な
の
で
、
周
年
で
働
け
な
い
と
人
材
の
確
保
が
難
し
い
」と

い
い
ま
す
。

　

栽
培
10
年
目
の
昨
年
か
ら
は
33
戸
が
加
入
す
る
加
子
母
ト
マ

ト
生
産
組
合
の
組
合
長
を
務
め
る
佐
藤
さ
ん
。
加
子
母
ト
マ
ト
の

土
台
を
築
い
て
き
た
先
輩
と
若
手
、
両
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
難
し

さ
も
感
じ
つ
つ
、
ハ
ウ
ス
の
一
部

で
栽
培
試
験
を
行
い
、
統
一
さ
れ

た
美
味
し
さ
を
目
指
す
た
め
、
農

家
同
士
で
ト
マ
ト
の
試
食
会
も
増

や
す
予
定
で
す
。「
加
子
母
の
歴
史

を
大
切
に
し
な
が
ら
お
客
さ
ん
の

〝
お
い
し
い
〞が
聞
け
る
ト
マ
ト
を

作
っ
て
い
き
た
い
」と
佐
藤
さ
ん
は

笑
い
ま
す
。

　

加
子
母
の
ト
マ
ト
は〝
食
っ
た
ら
わ
か
る
〞が

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。
加
子
母
、
付
知
、
福
岡
、
坂
下
、

川
上
地
区
の
ト
マ
ト
は
加
子
母
選
果
場
に
出
荷
さ

れ
、
そ
の
他
の
地
域
の
ト
マ
ト
は
中
津
川
選
果
場
に

出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト「
Ｊ
Ａ
タ
ウ

ン
」で
販
売
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

加
子
母
選
果
場
の
ト
マ
ト
は「
カ
シ
モ
ー
ル
」サ
イ
ト

で
も
販
売
し
ま
す
。

　

両
サ
イ
ト
は
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

第
24
年
度（
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

３
月
31
日
ま
で
）貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及

び
注
記
表
の
内
容
並
び
に
会
計
監
査
人
の
監
査
報

告
及
び
監
事
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

　

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
を
６
ペ
ー
ジ
に
記

載
。
た
だ
し
、「
注
記
表
」並
び
に「
附
属
明
細
書
」

に
つ
い
て
は
、
法
令
及
び
定
款
第
40
条
第
５
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
当
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://ja-higashim
ino.or.jp

）に
掲
載
。

第
24
年
度（
令
和
３
年
度
）事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て（
４
〜
６
ペ
ー
ジ
）

〈
賛
成
5
3
1
票
、
反
対
0
票
〉

中
期
経
営
計
画（
令
和
４
年
度
〜
令
和
６
年
度
）

の
設
定
に
つ
い
て（
７
ペ
ー
ジ
）

　

な
お
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
す
で
に
着
手
し
て

い
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
本
議
案
に
よ
り
追
認
を

求
め
る
も
の
と
す
る
。

〈
賛
成
5
2
9
票
、
反
対
2
票
〉

第
25
年
度（
令
和
４
年
度
）事
業
計
画
の
設
定
に

つ
い
て（
７
、８
ペ
ー
ジ
）

　

第
25
年
度
の「
事
業
計
画
」を
設
定
す
る
た
め

の
承
認
を
求
め
る
。

　

な
お
、令
和
４
年
４
月
か
ら
す
で
に
着
手
し
て
い

る
項
目
に
つ
い
て
は
、本
議
案
に
よ
り
追
認
を
求

め
る
も
の
と
す
る
。 〈
賛
成
5
3
1
票
、反
対
0
票
〉

総
合
事
業
再
編
計
画
に
か
か
る
支
店
再
編（
第
２

期
）に
つ
い
て

　

総
合
事
業
再
編
計
画
に
基
づ
き
支
店
再
編（
第

２
期
）を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
規
約
第
41
条

に
よ
り
承
認
を
求
め
る
。

　

具
体
的
な
再
編
の
内
容
は
、
落
合
支
店
神
坂

営
業
所
及
び
坂
下
支
店
山
口
営
業
所
の
２
営
業

所
を
令
和
６
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

〈
賛
成
5
2
3
票
、
反
対
7
票
〉

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

農
業
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正（
令
和
３
年
３

月
１
日
施
行
）が
さ
れ
、
組
合
と
役
員
等
と
の
間

の
補
償
契
約
及
び
役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
内

容
の
決
定
を
す
る
際
に
は
、
理
事
会
の
決
議
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
補
償
契
約
に
基
づ
く
補
償
を
し
た
理
事

及
び
当
該
補
償
を
受
け
た
理
事
は
、
当
該
補
償
に

つ
い
て
の
重
要
な
事
実
を
理
事
会
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
定
款
に
お
け
る
理
事

会
決
議
・
報
告
事
項
の
う
ち「
各
号
に
定
め
る
も

の
の
ほ
か
理
事
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
た
事

項
」と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

先
輩
と
若
手
、

両
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

〝
食
っ
た
ら
わ
か
る
〞加
子
母
の
ト
マ
ト

中津川市加子母
佐藤 勝利さん（46）

第24回通常総代会
ふれっしゅニュースSDGs
品質、味良く好評

農旬情報

夏秋トマト出荷開始 ほか

安定生産とともに、
美味しい米づくりを
目指しましょう！
彩・菜・栽
なす太郎のポイント指南
主枝の決定、整枝・剪定

掲示板

今日も二人三脚
キラキラ ひがしみのっ子
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第24回通常総代会
　ＪＡひがしみのは６月２２日（水）、東美濃ふれあいセンター（中津川市茄子川）で
第２４回通常総代会を開催しました。新型コロナウイルス感染症対策として、総代の
皆さま方の安全を第一に考慮し、書面議決を中心としながら、ご本人出席も可能と
して開催させていただきました。議長には小澤建男氏（恵那市明智町）が選任され、
第６号議案までと附帯決議案について審議し、全議案とも原案通り可決承認されました。
　特集では要点を紹介しますが、決議の過程について透明性を持たせるために、
事前に提出された議決権行使書の各議案ごとの賛成、反対数につきましては〈かっこ
内〉に掲載しました。

特集
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総代数定数
出席総代数
　本人出席
　委任状出席
　議決権行使書

6００名
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532名

あいさつする
ＪＡひがしみの細江成徳
代表理事組合長
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告
事
項

第
１
号
議
案

第
2
号
議
案

第
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案
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4
号
議
案
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5
号
議
案

かつ　 とし

https://ja-higashimino.or.jp
JAひがしみのホームページ
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営
農
指
導
員
の
指
導
力
強
化
を
目
指
し
、
専
門

的
な
技
術
と
知
識
を
持
っ
た
農
業
者
の
方
の
協
力

を
得
て
実
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
若
手

指
導
員
に
対
す
る
基
礎
研
修
会
の
開
催
や
指
導
員

の
定
期
会
議
の
開
催
、
営
農
指
導
員
の
実
務
研
修

を
通
じ
て
職
員
の
育
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

迅
速
な
営
農
情
報
の
発
信
を
目
的
と
し
て
、

営
農
指
導
メ
ー
ル
に
よ
り
、
ト
マ
ト
・
な
す
・
い

ち
ご
出
荷
農
家
に
向
け
た
専
門
指
導
情
報
等
を

定
期
的
に
発
信
し
、
品
質
並
び
に
収
穫
量
の
増

加
や
販
売
情
報
等
の
迅
速
な
情
報
の
提
供
に
努

め
ま
し
た
。

　

担
い
手
育
成
で
は
、
担
い
手
組
織
並
び
に
畜

産
農
家
の
法
人
化
や
認
定
農
業
者
の
拡
大
を
支

援
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
と

し
て
人
数
や
時
間
の
制
限
を
設
け
な
が
ら
、
あ

い
♥
あ
い
会
員
を
対
象
と
し
た
各
種
サ
ー
ク
ル

や
お
す
す
め
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
た
な

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
活
動
と
し
て
、
会
員
か
ら
問
題

を
募
集
し
作
成
し
た「
な
ぞ
解
き
問
題
集
」を
、

全
会
員
へ
配
信
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
た
、
本
店
を
会
場
と
し
た
ロ
ビ
ー
作
品

展
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

４
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
組
織
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
福
祉

施
設
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
訪
問
介

護
セ
ン
タ
ー
利
用
者
宅
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
、

高
齢
者
支
援
活
動
を
展
開
す
る
等
、
助
け
あ
い

活
動
に
参
加
す
る
会
員
の
拡
大
と
活
動
の
場
を

提
供
し
ま
し
た
。

　

管
内
の
親
子
を
対
象
と
し
た「
ア
グ
リ
ス
ク
ー

ル
」を
各
地
域
で
開
催
し
、「
食
」と「
農
」を
中
心

に
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
管
内
の
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
に
お
い
て
大
豆

や
米
、
野
菜
等
の
播
種
か
ら
管
理
・
収
穫
・
加
工

の
体
験
活
動
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
必
要

と
さ
れ
る
身
近
な
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、「
支
店
協
同

活
動
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

支
店
だ
よ
り
の
発
行
や
ふ
れ
あ
い
訪
問
日
を

活
用
し
た
高
齢
者
見
守
り
活
動
に
も
取
り
組
み
、

Ｊ
Ａ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、

支
店
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
組
合
員
と
の
話

し
合
い
の
場
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
向
け
て
、
農
業

応
援
番
組
と
し
て
Y
o
u
T
u
b
e
動
画
の
作
成

と
、
広
報
誌「
ひ
が
し
み
の
」を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
、

新
聞
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
媒
体
を
通
し
て
、

Ｊ
Ａ
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
農
業
の
振
興
と
安
全
・
安
心

な
農
畜
産
物
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
社
会

の
状
況
が
大
き
く
変
革
し
、
例
年
通
り
の
販
売

方
法
で
は
難
し
い
状
況
の
中
、
各
品
目
の
特
性
に

即
し
た
販
売
戦
略
を
構
築
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
等
の
新
た
な
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
畜
産
物
の
販
売
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
外
食
産
業
の
休
業
や
消
費
者
の
動

向
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
消
費
拡

大
対
策
に
向
け
た
各
種
交
流
会
・
消
費
宣
伝
も

開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
W
e
b
会
議
や

産
地
・
農
産
物
P
R
動
画
を
新
た
に
作
成
し
、
販

売
商
談
の
実
践
や
価
格
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
稲
作
に
お
い
て
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に

基
づ
く
作
付
け
提
案
や
多
収
性
品
種
に
よ
る
需
要

の
あ
る
加
工
用
米
・
備
蓄
用
米
・
飼
料
用
米
の
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
米
価

の
低
迷
も
あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
独
自
の
米
価
格
の
上
乗
せ
を
行

い
、
農
家
収
入
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
計
画
的
な
機
械

更
新
を
実
施
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性

向
上
を
図
り
ま
し
た
。
安
全
・
安
心
の
管
理
体
制

を
強
化
す
る
た
め
、
施
設
担
当
者
へ
の
研
修
会

を
実
施
し
、
衛
生
管
理
・
品
質
管
理
の
徹
底
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
職
員
研
修
並
び
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

親
切
丁
寧
な
対
応
と
相
互
扶
助
の
精
神
を
基

に
、
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
々
と

そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま
が
、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ

る
訪
問
介
護
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底

し
た
中
で
、
感
謝
フ
ェ
ア
・
農
機
展
示
会
等
を
開

催
し
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
強
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
関
連
で
は
、
農
業
者
の
所
得
増
大

に
向
け
た
ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ

な
げ
る
た
め
、
農
機
具
購
入
助
成
・
小
型
農
機

の
予
約
購
買
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
出

向
く
体
制
に
よ
り
、
作
付
け
計
画
に
沿
っ
た
土

壌
診
断
等
に
よ
る
適
正
な
肥
料
・
農
薬
の
提
案

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
予
約
注
文
書
の
回
収

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
活
資
材
関
連
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
満
足
な

訪
問
活
動
が
で
き
な
い
中
、
事
前
の
訪
問
確
認

を
実
施
し
、
幅
広
い
生
活
関
連
資
材
の
利
用
向

上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
安

心
し
て
利
用
い
た
だ
き
、
満
足
い
た
だ
け
る
地

域
金
融
機
関
を
目
指
し
、Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
の
実
践
を
通
じ
た
資
産

形
成
・
資
産
運
用
の
提
案
・
相
談
機
能
の
充
実
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
収
益
構
造
を
構
築
す
る

た
め
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
供
、
給
与
・
年
金

振
込
口
座
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
よ
る
貯
金
量
の
確

保
と
事
業
間
連
携
を
強
化
し
た
金
融
仲
介
機
能

の
発
揮
に
よ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
」に
向
け

た
農
業
関
連
貸
出
金
の
提
案
及
び
住
宅
ロ
ー
ン
、

マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
等
の
小
口
ロ
ー
ン
利
用
者
の

拡
大
に
よ
る
貸
出
金
の
増
強
に
努
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
の
理
念
で
あ
る「
相
互
扶
助
」を
事

業
活
動
の
原
点
と
し
、
万
全
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
、
組
合
員
・
利
用
者
の

皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
」の
提
供

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
次
世
代
・
次
々
世
代
層

と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
と
し
て「
人
生
１
０
０
年

３
世
代
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
対
応
し
た
３
Ｑ
訪
問
活
動
や
３
Ｑ
コ
ー
ル
、
オ

ン
ラ
イ
ン
面
談
を
実
施
し
、
農
業
リ
ス
ク
診
断
を

は
じ
め
と
す
る「
あ
ん
し
ん
チ
ェ
ッ
ク
」に
よ
る

保
障
点
検
や
お
役
立
ち
情
報
の
提
供
等
に
よ
り
信

頼
関
係
の
構
築
を
図
り
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆

さ
ま
と
の
絆
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
般
、
こ
れ
ら
の
内
容
の
取
り
扱
い
を
明
ら

か
と
す
る
よ
う
、
理
事
会
決
議
・
報
告
事
項
に

追
加
す
る
変
更
を
行
う
た
め
、
変
更
の
承
認
を

求
め
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
農
業
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正（
令
和
４
年
３
月
31
日
施
行
）に
よ
り
、

リ
ス
ク
管
理
債
権
の
用
語
・
定
義
変
更
が
行
わ
れ

た
こ
と
か
ら
、
該
当
箇
所
の
変
更
を
行
う
た
め
、

変
更
の
承
認
を
求
め
る
。

〈
賛
成
5
3
1
票
、
反
対
0
票
〉

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

１
．
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経

済
情
勢
の
変
化
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

令
和
４
年
度
の
理
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
総
額

６,
０
０
０
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お

け
る
各
理
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
。
な
お
、
理
事
は
27
名
。

２
．
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経

済
情
勢
の
変
化
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

令
和
４
年
度
の
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
総
額

１,
３
５
０
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お

け
る
各
監
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
監
事
の
協
議
に
一
任
す
る
。
な
お
、
監
事
は

６
名（
う
ち
員
外
監
事
１
名
）。

〈
賛
成
5
2
6
票
、
反
対
3
票
〉

　

本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に
関

し
な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
、
違
算
及
び
誤
字

の
修
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行
政
庁
の
処
分
ま

た
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
必
要
な
修
正

は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
も
の
と
す
る
。

〈
賛
成
5
3
1
票
、
反
対
0
票
〉

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変
更
に
つ
い
て

　
第
７
次
中
期
計
画
の
結
果（
令
和
３
年
度 

自
己
改

革
実
践
状
況
）に
つ
い
て

第24回通常総代会特集

報
告
事
項

総
代
会
の
定
足
数
…
総
代
会
の
決
議
を
有
効

に
成
立
さ
せ
る
の
に
必
要
な
出
席
者
数
の
こ

と
で
す
。総
代
会
は
総
代
の
半
数
以
上
が
出
席

し
な
け
れ
ば
成
立
し
ま
せ
ん
。な
お
、定
款
第

49
条
の
規
定
に
よ
り
書
面
ま
た
は
代
理
人
を

も
っ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
も
の
は
こ
れ
を

出
席
者
と
み
な
し
ま
す
。

総
会
の
決
議
方
法
…
総
代
会
の
議
事
は
、出
席

し
た（
書
面
ま
た
は
代
理
人
を
も
っ
て
の
議
決

権
を
含
む
）総
代
の
議
決
権
の
過
半
数
で
こ
れ

を
決
し
ま
す
。な
お
、今
回
の
総
代
会
に
お
け

る
第
５
号
議
案
に
つ
い
て
は
定
款
の
変
更
で

あ
る
た
め
、出
席
し
た（
書
面
ま
た
は
代
理
人

を
も
っ
て
の
議
決
権
を
含
む
）総
代
の
議
決
権

の
３
分
の
２
以
上
の
多
数
に
よ
る
決
議
を
必

要
と
し
ま
す
。

参
考
事
項

附
帯
決
議
案

事
業
報
告

第
24
年
度

令
和
３
年
４
月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

営
農
指
導

生
活
指
導

指
導
事
業

第
6
号
議
案

小学校等の食農教育で
ＪＡ食農リーダーが活躍

営農指導員による
水稲青空教室

東美濃ブランド強化へ
おいしいお米コンテスト

恵
南
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル

組
織
広
報

販
売
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

介
護
保
険
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

購
買
事
業

ＹｏｕＴｕｂｅ動画
「清水ミチコのぎふを食べまＳＨＯＷ！」を作成
（令和４年11月11日まで公開中）



● 45 ● JAひがしみの

　

営
農
指
導
員
の
指
導
力
強
化
を
目
指
し
、
専
門

的
な
技
術
と
知
識
を
持
っ
た
農
業
者
の
方
の
協
力

を
得
て
実
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
若
手

指
導
員
に
対
す
る
基
礎
研
修
会
の
開
催
や
指
導
員

の
定
期
会
議
の
開
催
、
営
農
指
導
員
の
実
務
研
修

を
通
じ
て
職
員
の
育
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

迅
速
な
営
農
情
報
の
発
信
を
目
的
と
し
て
、

営
農
指
導
メ
ー
ル
に
よ
り
、
ト
マ
ト
・
な
す
・
い

ち
ご
出
荷
農
家
に
向
け
た
専
門
指
導
情
報
等
を

定
期
的
に
発
信
し
、
品
質
並
び
に
収
穫
量
の
増

加
や
販
売
情
報
等
の
迅
速
な
情
報
の
提
供
に
努

め
ま
し
た
。

　

担
い
手
育
成
で
は
、
担
い
手
組
織
並
び
に
畜

産
農
家
の
法
人
化
や
認
定
農
業
者
の
拡
大
を
支

援
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
と

し
て
人
数
や
時
間
の
制
限
を
設
け
な
が
ら
、
あ

い
♥
あ
い
会
員
を
対
象
と
し
た
各
種
サ
ー
ク
ル

や
お
す
す
め
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
た
な

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
活
動
と
し
て
、
会
員
か
ら
問
題

を
募
集
し
作
成
し
た「
な
ぞ
解
き
問
題
集
」を
、

全
会
員
へ
配
信
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
た
、
本
店
を
会
場
と
し
た
ロ
ビ
ー
作
品

展
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

４
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
組
織
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
福
祉

施
設
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
訪
問
介

護
セ
ン
タ
ー
利
用
者
宅
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
、

高
齢
者
支
援
活
動
を
展
開
す
る
等
、
助
け
あ
い

活
動
に
参
加
す
る
会
員
の
拡
大
と
活
動
の
場
を

提
供
し
ま
し
た
。

　

管
内
の
親
子
を
対
象
と
し
た「
ア
グ
リ
ス
ク
ー

ル
」を
各
地
域
で
開
催
し
、「
食
」と「
農
」を
中
心

に
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
管
内
の
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
に
お
い
て
大
豆

や
米
、
野
菜
等
の
播
種
か
ら
管
理
・
収
穫
・
加
工

の
体
験
活
動
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
必
要

と
さ
れ
る
身
近
な
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、「
支
店
協
同

活
動
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

支
店
だ
よ
り
の
発
行
や
ふ
れ
あ
い
訪
問
日
を

活
用
し
た
高
齢
者
見
守
り
活
動
に
も
取
り
組
み
、

Ｊ
Ａ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、

支
店
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
組
合
員
と
の
話

し
合
い
の
場
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
向
け
て
、
農
業

応
援
番
組
と
し
て
Y
o
u
T
u
b
e
動
画
の
作
成

と
、
広
報
誌「
ひ
が
し
み
の
」を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
、

新
聞
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
媒
体
を
通
し
て
、

Ｊ
Ａ
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
農
業
の
振
興
と
安
全
・
安
心

な
農
畜
産
物
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
社
会

の
状
況
が
大
き
く
変
革
し
、
例
年
通
り
の
販
売

方
法
で
は
難
し
い
状
況
の
中
、
各
品
目
の
特
性
に

即
し
た
販
売
戦
略
を
構
築
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
等
の
新
た
な
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
畜
産
物
の
販
売
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
外
食
産
業
の
休
業
や
消
費
者
の
動

向
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
消
費
拡

大
対
策
に
向
け
た
各
種
交
流
会
・
消
費
宣
伝
も

開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
W
e
b
会
議
や

産
地
・
農
産
物
P
R
動
画
を
新
た
に
作
成
し
、
販

売
商
談
の
実
践
や
価
格
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
稲
作
に
お
い
て
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に

基
づ
く
作
付
け
提
案
や
多
収
性
品
種
に
よ
る
需
要

の
あ
る
加
工
用
米
・
備
蓄
用
米
・
飼
料
用
米
の
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
米
価

の
低
迷
も
あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
独
自
の
米
価
格
の
上
乗
せ
を
行

い
、
農
家
収
入
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
計
画
的
な
機
械

更
新
を
実
施
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性

向
上
を
図
り
ま
し
た
。
安
全
・
安
心
の
管
理
体
制

を
強
化
す
る
た
め
、
施
設
担
当
者
へ
の
研
修
会

を
実
施
し
、
衛
生
管
理
・
品
質
管
理
の
徹
底
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
職
員
研
修
並
び
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

親
切
丁
寧
な
対
応
と
相
互
扶
助
の
精
神
を
基

に
、
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
々
と

そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま
が
、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ

る
訪
問
介
護
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底

し
た
中
で
、
感
謝
フ
ェ
ア
・
農
機
展
示
会
等
を
開

催
し
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
強
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
関
連
で
は
、
農
業
者
の
所
得
増
大

に
向
け
た
ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ

な
げ
る
た
め
、
農
機
具
購
入
助
成
・
小
型
農
機

の
予
約
購
買
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
出

向
く
体
制
に
よ
り
、
作
付
け
計
画
に
沿
っ
た
土

壌
診
断
等
に
よ
る
適
正
な
肥
料
・
農
薬
の
提
案

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
予
約
注
文
書
の
回
収

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
活
資
材
関
連
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
満
足
な

訪
問
活
動
が
で
き
な
い
中
、
事
前
の
訪
問
確
認

を
実
施
し
、
幅
広
い
生
活
関
連
資
材
の
利
用
向

上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
安

心
し
て
利
用
い
た
だ
き
、
満
足
い
た
だ
け
る
地

域
金
融
機
関
を
目
指
し
、Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
の
実
践
を
通
じ
た
資
産

形
成
・
資
産
運
用
の
提
案
・
相
談
機
能
の
充
実
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
収
益
構
造
を
構
築
す
る

た
め
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
供
、
給
与
・
年
金

振
込
口
座
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
よ
る
貯
金
量
の
確

保
と
事
業
間
連
携
を
強
化
し
た
金
融
仲
介
機
能

の
発
揮
に
よ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
」に
向
け

た
農
業
関
連
貸
出
金
の
提
案
及
び
住
宅
ロ
ー
ン
、

マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
等
の
小
口
ロ
ー
ン
利
用
者
の

拡
大
に
よ
る
貸
出
金
の
増
強
に
努
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
の
理
念
で
あ
る「
相
互
扶
助
」を
事

業
活
動
の
原
点
と
し
、
万
全
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
、
組
合
員
・
利
用
者
の

皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
」の
提
供

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
次
世
代
・
次
々
世
代
層

と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
と
し
て「
人
生
１
０
０
年

３
世
代
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
対
応
し
た
３
Ｑ
訪
問
活
動
や
３
Ｑ
コ
ー
ル
、
オ

ン
ラ
イ
ン
面
談
を
実
施
し
、
農
業
リ
ス
ク
診
断
を

は
じ
め
と
す
る「
あ
ん
し
ん
チ
ェ
ッ
ク
」に
よ
る

保
障
点
検
や
お
役
立
ち
情
報
の
提
供
等
に
よ
り
信

頼
関
係
の
構
築
を
図
り
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆

さ
ま
と
の
絆
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
般
、
こ
れ
ら
の
内
容
の
取
り
扱
い
を
明
ら

か
と
す
る
よ
う
、
理
事
会
決
議
・
報
告
事
項
に

追
加
す
る
変
更
を
行
う
た
め
、
変
更
の
承
認
を

求
め
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
農
業
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正（
令
和
４
年
３
月
31
日
施
行
）に
よ
り
、

リ
ス
ク
管
理
債
権
の
用
語
・
定
義
変
更
が
行
わ
れ

た
こ
と
か
ら
、
該
当
箇
所
の
変
更
を
行
う
た
め
、

変
更
の
承
認
を
求
め
る
。

〈
賛
成
5
3
1
票
、
反
対
0
票
〉

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

１
．
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経

済
情
勢
の
変
化
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

令
和
４
年
度
の
理
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
総
額

６,
０
０
０
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お

け
る
各
理
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
。
な
お
、
理
事
は
27
名
。

２
．
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経

済
情
勢
の
変
化
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

令
和
４
年
度
の
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
総
額

１,
３
５
０
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お

け
る
各
監
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
監
事
の
協
議
に
一
任
す
る
。
な
お
、
監
事
は

６
名（
う
ち
員
外
監
事
１
名
）。

〈
賛
成
5
2
6
票
、
反
対
3
票
〉

　

本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に
関

し
な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
、
違
算
及
び
誤
字

の
修
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行
政
庁
の
処
分
ま

た
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
必
要
な
修
正

は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
も
の
と
す
る
。

〈
賛
成
5
3
1
票
、
反
対
0
票
〉

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変
更
に
つ
い
て

　
第
７
次
中
期
計
画
の
結
果（
令
和
３
年
度 

自
己
改

革
実
践
状
況
）に
つ
い
て

第24回通常総代会特集

報
告
事
項

総
代
会
の
定
足
数
…
総
代
会
の
決
議
を
有
効

に
成
立
さ
せ
る
の
に
必
要
な
出
席
者
数
の
こ

と
で
す
。総
代
会
は
総
代
の
半
数
以
上
が
出
席

し
な
け
れ
ば
成
立
し
ま
せ
ん
。な
お
、定
款
第

49
条
の
規
定
に
よ
り
書
面
ま
た
は
代
理
人
を

も
っ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
も
の
は
こ
れ
を

出
席
者
と
み
な
し
ま
す
。

総
会
の
決
議
方
法
…
総
代
会
の
議
事
は
、出
席

し
た（
書
面
ま
た
は
代
理
人
を
も
っ
て
の
議
決

権
を
含
む
）総
代
の
議
決
権
の
過
半
数
で
こ
れ

を
決
し
ま
す
。な
お
、今
回
の
総
代
会
に
お
け

る
第
５
号
議
案
に
つ
い
て
は
定
款
の
変
更
で

あ
る
た
め
、出
席
し
た（
書
面
ま
た
は
代
理
人

を
も
っ
て
の
議
決
権
を
含
む
）総
代
の
議
決
権

の
３
分
の
２
以
上
の
多
数
に
よ
る
決
議
を
必

要
と
し
ま
す
。

参
考
事
項

附
帯
決
議
案

事
業
報
告

第
24
年
度

令
和
３
年
４
月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

営
農
指
導

生
活
指
導

指
導
事
業

第
6
号
議
案

小学校等の食農教育で
ＪＡ食農リーダーが活躍

営農指導員による
水稲青空教室

東美濃ブランド強化へ
おいしいお米コンテスト

恵
南
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル

組
織
広
報

販
売
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

介
護
保
険
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

購
買
事
業

ＹｏｕＴｕｂｅ動画
「清水ミチコのぎふを食べまＳＨＯＷ！」を作成
（令和４年11月11日まで公開中）
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１．信用事業資産
①現金
②預金
　系統預金
　系統外預金
③有価証券
　国債
　地方債
　社債
④貸出金
⑤その他の信用事業資産
　未収収益
　その他の資産
⑥債務保証見返
⑦貸倒引当金
２．共済事業資産
①その他の共済事業資産
３．経済事業資産
①受取手形
②経済事業未収金
③経済受託債権
④棚卸資産
　購買品
　貯蔵品
　その他の棚卸資産
⑤その他の経済事業資産
⑥貸倒引当金
４．雑資産
５．固定資産
①有形固定資産
　建物
　機械装置
　土地
　建設仮勘定
　その他の有形固定資産
　減価償却累計額
②無形固定資産
６．外部出資
　系統出資
　系統外出資
　子会社等出資
７．繰延税金資産
　　資産の部合計

248,658,145
850,136

202,546,381
202,472,689

73,691
11,267,031
4,463,564
400,000
6,403,467
33,093,438
1,258,382
1,113,320
145,062
2,000

△359,224
3,540
3,540

2,947,036
2,302

2,182,668
44,254
659,876
279,475
126,420
253,980
61,052
△3,117
555,830
3,252,603
3,099,884
6,136,598
2,037,093
1,228,224
44,487

1,545,776
△7,892,296
152,718
9,641,196
9,407,075
229,221
4,900

149,192
265,207,545

１．信用事業負債
①貯金
②借入金
③その他の信用事業負債
　未払費用
　その他の負債
④債務保証
２．共済事業負債
①共済資金
②未経過共済付加収入
③共済未払費用
④その他の共済事業負債
３．経済事業負債
①経済事業未払金
②経済受託債務
③その他の経済事業負債
４．雑負債
①未払法人税等
②資産除去債務
③その他の負債
５．諸引当金
①賞与引当金
②退職給付引当金
③役員退職慰労引当金
　　　負債の部合計
　　（純資産の部）
１．組合員資本
①出資金
②再評価積立金
③利益剰余金
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　経営基盤強化積立金
　　税効果調整積立金
　　特別積立金
　　当期未処分剰余金
　　（うち当期剰余金）
④処分未済持分
２．評価・換算差額等
①その他有価証券評価差額金
　　  純資産の部合計

  負債及び純資産の部合計

251,184,262
250,716,605

2,241
463,415
21,792
441,623
2,000

1,047,073
696,837
338,528
10,132
1,574

436,594
395,785
24,223
16,585
360,070
59,156
31,491
269,423
577,733
182,590
366,769
28,374

253,605,734

11,610,749
2,652,024

816
8,977,751
2,885,179
6,092,572
2,943,096
186,156
2,152,437
810,881

（249,870）
△19,843
△8,938
△8,938

11,601,811

265,207,545

信 用 事 業

共 済 事 業

購 買 事 業

販 売 事 業

保 管 事 業

哺育センター事業

堆肥センター事業

加 工 事 業

利 用 事 業

作業受委託事業

葬 祭 事 業

旅 行 事 業

簡易郵便局事業

介護保険事業

そ の 他 事 業

指 導 事 業

１．事 業 総 利 益

２．事 業 管 理 費

事 業 利 益

３．事 業 外 収 益

４．事 業 外 費 用

経 常 利 益

５．特 別 利 益

６．特 別 損 失

税引前当期利益

法人税等合計

当 期 剰 余 金

当期首繰越剰余金

経営基盤強化積立金取崩額

税効果調整積立金取崩額

当期未処分剰余金

270,552

46,103

3,440,579

302,033

7,317

105,585

72,388

1,202

382,295

― 　

2,161

15

1,827

16,129

16,388

21,383

4,685,963

1,877,232

1,039,376

4,046,218

426,426

11,046

139,926

76,795

1,208

592,207

444

33,359

188

3,436

16,843

30,666

8,983

8,304,359

1,606,679

993,272

605,639

124,392

3,728

34,341

4,407

6

209,912

444

31,197

172

1,609

713

14,277

△12,400

3,618,396

3,409,941

208,454

201,734

15,863

394,325

59,256

106,319

347,262

97,392

249,870

487,225

59,296

14,489

810,881

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
平
成
26
年
に
自
己
改

革
の
３
つ
の
基
本
目
標
と
し
て
、「
農
業
者
の
所

得
増
大
」、「
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地
域
の
活
性

化
」を
掲
げ
、
自
己
改
革
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
３
年
６
月
18

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
規
制
改
革
実
施
計
画
」

で
は
、
農
協
法
附
則
５
年
後
検
討
条
項
に
よ
る    

見
直
し
及
び
准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制
の
検

討
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
が
組
合
員
と
そ
れ
に
基
づ
く

方
針
を
組
合
員
の
判
断
で
あ
る
総
代
会
で
決
定

し
、
実
践
し
て
い
く
た
め
の
自
己
改
革
実
践
サ
イ

ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と
で
結
論
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
自
己
改
革
の
実
績
、成
果
に
つ
い
て
、

組
合
員
や
政
府
か
ら
も
一
定
の
評
価
が
得
ら
れ

た
一
方
で
、
今
後
も
自
己
改
革
の
継
続
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
面
で
は
、
少
子
化
と
高
齢
化
が
進
む
中

で
農
業
就
業
者
数
や
耕
地
面
積
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
経
営
資
源
や
農
業
技
術
が
継
承
さ

れ
ず
、
生
産
基
盤
が
一
層
脆
弱
化
す
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
織
面
で
は
、
高
齢
化
に

伴
う
組
合
員
の
世
代
交
代
や
組
合
員
と
の
関
係

性
の
希
薄
化
な
ど
、
組
織
基
盤
の
弱
体
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
営
面
で
は
、
日
銀
の
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
の
継
続
等
に
よ
り
資
金
運
用
環

境
の
好
転
が
見
込
め
ず
、
総
合
事
業
再
編
計
画

の
実
践
に
よ
る
収
支
改
善
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
第
31
回
岐
阜
県

Ｊ
Ａ
大
会
で
は
、
基
本
方
針「
対
話
を
通
じ
た

農
業
・
地
域
・
Ｊ
Ａ
の
未
来
づ
く
り
〜
不
断
の
自

己
改
革
に
よ
る
さ
ら
な
る
進
化
〜
」が
決
議
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
、「
農
業
者

の
所
得
増
大
の
実
現
」、「
組
織
基
盤
の
確
立
と

「
食
」と「
農
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」、

「
総
合
事
業
機
能
発
揮
の
た
め
の
経
営
基
盤
強

化
」を
３
本
柱
と
し
た
中
期
経
営
計
画（
令
和
４

年
度
〜
令
和
６
年
度
）を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
、「
中
期
計
画
」で
は
な
く「
中
期
経
営
計
画
」

と
す
る
こ
と
で
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
」

を
引
き
続
き
重
要
取
組
項
目
と
し
て
進
め
る
中
、

こ
の
３
年
間
は
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の

施
策
を
重
点
的
に
実
施
し
、
今
後
も
持
続
可
能

な
組
織
と
し
て
地
域
農
業
の
振
興
と「
食
」と

「
農
」を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に「
信

頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」を
目
指
し
、
全

役
職
員
が
一
丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

１
．農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現

　

(1)
担
い
手
経
営
体
へ
の
経
営
支
援
と
次
世
代
の

担
い
手
の
育
成
支
援

　

(2)
売
れ
る
農
畜
産
物
の
生
産
提
案
と
販
売
強
化

　

(3)
ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

２
．組
織
基
盤
の
確
立
と「
食
」と「
農
」を
通
じ
た

　
　
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献

　

(1)
地
域
の
食（
消
費
者
）と
農（
生
産
者
）を
つ

な
ぐ
地
産
地
消
の
促
進

　

(2)
食
と
農
の
仲
間
づ
く
り
の
た
め
の
組
合
員
の

拡
大

３
．総
合
事
業
機
能
発
揮
の
た
め
の
経
営
基
盤

　
　
強
化

　

(1)
支
店
体
制
の
再
編
及
び
営
農
経
済
事
業
の
収
支

改
善
か
ら
な
る
総
合
事
業
再
編
計
画
の
実
践

活
動
方
針

　

管
内
の
農
業
環
境
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
等
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
農
業
の
維
持
・
振
興
に
向
け
担
い
手
組
織
並

び
に
新
規
就
農
者
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
や
新
た
な
栽
培
技
術

導
入
等
を
行
い
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
た

営
農
指
導
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、Ｊ
Ａ
の
営

農
指
導
員
の
指
導
力
向
上
を
重
点
課
題
と
し
、
各

種
資
格
の
取
得
並
び
に
研
修
を
実
施
し
ま
す
。
各

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で
は
自
ら
野
菜
栽
培
を
行
い
実

践
的
な
研
修
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
品
目
毎
に

専
門
農
業
者
の
方
の
協
力
を
得
て
圃
場
へ
出
向
き

技
術
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
技
術
向
上
に
努
め
ま
す
。

多
様
な
担
い
手
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

な
る
産
直
会
員
の
増
加
を
目
指
し
て
栽
培
講
習
会

（
ア
グ
リ
ゼ
ミ
）を
開
催
し
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
職

員
を
中
心
に
産
直
出
荷
へ
の
勧
誘
を
行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　
「
食
」と「
農
」を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
の
取

り
組
み
と
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）の

達
成
に
向
け
た
持
続
可
能
な
地
域
農
業
・
地
域
社

会
づ
く
り
の
た
め
、
各
地
域
で
開
催
す
る
親
子
を

対
象
と
し
た「
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」や
、
保
育
園
・

幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
お
い
て
食
農
リ
ー
ダ
ー

と
連
携
し
て
開
催
す
る
食
農
教
育
活
動
等
に
よ

り
、「
食
」と「
農
」を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
組
織
が

開
催
す
る「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
お
す
す
め
講

座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
」等
で
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

を
意
識
し
な
が
ら
裾
野
を
広
げ
る
取
り
組
み
を

通
じ
て
、Ｊ
Ａ
の
女
性
部
活
動
へ
の
理
解
と
会
員

の
増
員
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
非
会
員
や
子
育

て
世
代
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、地
産
地
消
を
テ
ー

マ
と
し
た
活
動
を
実
施
し
な
が
ら
、
よ
り「
食
」

と「
農
」の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

Ｊ
Ａ
と
地
域
の
輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

第24回通常総代会特集

（単位：円）

令和4年3月31日現在（単位：千円）■貸借対照表

（資産の部） （負債の部）

■損益計算書 
科　目 収　益費　用科　　目 金　額 科　　目 金　額 差引損益 

※貸借対照表、損益計算書の記載額は千円未満を切り捨てて表示していますので、
　合計金額が一致しない場合があります。

（１）経営基盤強化積立金

（注）１．出資配当は、年1.5％です。
　　２．任意積立金における目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩し基準等は次のとおりです。

第24年度（令和３年度）剰余金処分計算書

当期未処分剰余金

合　　　　　　計

810,881,538

810,881,538

次期繰越剰余金 492,115,927

剰余金処分額

１．利益準備金

２．任意積立金

　経営基盤強化積立金

３．出資配当金

合　　　　　　計

50,000,000   

230,000,000

 （230,000,000）

38,765,611

318,765,611

  令和3年４月１日～令和4年３月３１日（単位：千円）

目 的

積立目標額

取崩し基準

貸出金等不良債権の処理、固定資産の減損会計、有価証券の価格下落、会計等法制度の変更に伴う費用の
発生等、金融経済環境の急激な変化及びその他不測の損失発生へのてん補に備え、組合経営の健全な発展
を図ることを目的として積立を行う。
次の金額の合計額を限度額として積み立てる。
①貸倒引当金繰入対象債権の期末残高の10％に相当する額
②有形固定資産（償却累計額控除後）の期末帳簿残高の５％に相当する額
次の事象が発生した事業年度において、必要額を取り崩すことができる。
①債権を償却（貸倒引当金繰入含む）することにより多額の費用が発生した場合、その費用相当額
②減損会計等の適用により多額の費用が発生した場合、その費用相当額
③不稼動資産等処分
不稼動資産計上等上記①②以外の資産について処分損が発生、またはその価値の毀損により全額回収
が危ぶまれる場合に評価損を計上する場合、その費用相当額
④会計等法制度の変更により多額の費用等が発生した場合、その相当額
⑤その他不測の損失等が発生した場合、その費用相当額

：

：

：

（2）税効果調整積立金

３．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるための繰越額13,000,000円が含まれています。

積立目標額

取崩し基準

繰延税金資産（法人税等の前払い部分）の剰余金処分を留保するために毎期積立を行う。ただし、繰延税金
負債及び有価証券の評価差額に係る繰延税金資産に対する額を除く。
繰延税金資産が回収された、または回収不能となった年度において当該減少額を取り崩す。

：

：

中
期
経
営
計
画

令
和
４
年
度
〜
令
和
６
年
度

基
本
計
画

事
業
計
画

第
25
年
度

令
和
４
年
４
月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月
31
日

営
農
指
導

生
活
指
導

指
導
事
業
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１．信用事業資産
①現金
②預金
　系統預金
　系統外預金
③有価証券
　国債
　地方債
　社債
④貸出金
⑤その他の信用事業資産
　未収収益
　その他の資産
⑥債務保証見返
⑦貸倒引当金
２．共済事業資産
①その他の共済事業資産
３．経済事業資産
①受取手形
②経済事業未収金
③経済受託債権
④棚卸資産
　購買品
　貯蔵品
　その他の棚卸資産
⑤その他の経済事業資産
⑥貸倒引当金
４．雑資産
５．固定資産
①有形固定資産
　建物
　機械装置
　土地
　建設仮勘定
　その他の有形固定資産
　減価償却累計額
②無形固定資産
６．外部出資
　系統出資
　系統外出資
　子会社等出資
７．繰延税金資産
　　資産の部合計

248,658,145
850,136

202,546,381
202,472,689

73,691
11,267,031
4,463,564
400,000
6,403,467
33,093,438
1,258,382
1,113,320
145,062
2,000

△359,224
3,540
3,540

2,947,036
2,302

2,182,668
44,254
659,876
279,475
126,420
253,980
61,052
△3,117
555,830
3,252,603
3,099,884
6,136,598
2,037,093
1,228,224
44,487

1,545,776
△7,892,296
152,718
9,641,196
9,407,075
229,221
4,900

149,192
265,207,545

１．信用事業負債
①貯金
②借入金
③その他の信用事業負債
　未払費用
　その他の負債
④債務保証
２．共済事業負債
①共済資金
②未経過共済付加収入
③共済未払費用
④その他の共済事業負債
３．経済事業負債
①経済事業未払金
②経済受託債務
③その他の経済事業負債
４．雑負債
①未払法人税等
②資産除去債務
③その他の負債
５．諸引当金
①賞与引当金
②退職給付引当金
③役員退職慰労引当金
　　　負債の部合計
　　（純資産の部）
１．組合員資本
①出資金
②再評価積立金
③利益剰余金
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　経営基盤強化積立金
　　税効果調整積立金
　　特別積立金
　　当期未処分剰余金
　　（うち当期剰余金）
④処分未済持分
２．評価・換算差額等
①その他有価証券評価差額金
　　  純資産の部合計

  負債及び純資産の部合計

251,184,262
250,716,605

2,241
463,415
21,792
441,623
2,000

1,047,073
696,837
338,528
10,132
1,574

436,594
395,785
24,223
16,585
360,070
59,156
31,491
269,423
577,733
182,590
366,769
28,374

253,605,734

11,610,749
2,652,024

816
8,977,751
2,885,179
6,092,572
2,943,096
186,156
2,152,437
810,881

（249,870）
△19,843
△8,938
△8,938

11,601,811

265,207,545

信 用 事 業

共 済 事 業

購 買 事 業

販 売 事 業

保 管 事 業

哺育センター事業

堆肥センター事業

加 工 事 業

利 用 事 業

作業受委託事業

葬 祭 事 業

旅 行 事 業

簡易郵便局事業

介護保険事業

そ の 他 事 業

指 導 事 業

１．事 業 総 利 益

２．事 業 管 理 費

事 業 利 益

３．事 業 外 収 益

４．事 業 外 費 用

経 常 利 益

５．特 別 利 益

６．特 別 損 失

税引前当期利益

法人税等合計

当 期 剰 余 金

当期首繰越剰余金

経営基盤強化積立金取崩額

税効果調整積立金取崩額

当期未処分剰余金

270,552

46,103

3,440,579

302,033

7,317

105,585

72,388

1,202

382,295

― 　

2,161

15

1,827

16,129

16,388

21,383

4,685,963

1,877,232

1,039,376

4,046,218

426,426

11,046

139,926

76,795

1,208

592,207

444

33,359

188

3,436

16,843

30,666

8,983

8,304,359

1,606,679

993,272

605,639

124,392

3,728

34,341

4,407

6

209,912

444

31,197

172

1,609

713

14,277

△12,400

3,618,396

3,409,941

208,454

201,734

15,863

394,325

59,256

106,319

347,262

97,392

249,870

487,225

59,296

14,489

810,881

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
平
成
26
年
に
自
己
改

革
の
３
つ
の
基
本
目
標
と
し
て
、「
農
業
者
の
所

得
増
大
」、「
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地
域
の
活
性

化
」を
掲
げ
、
自
己
改
革
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
３
年
６
月
18

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
規
制
改
革
実
施
計
画
」

で
は
、
農
協
法
附
則
５
年
後
検
討
条
項
に
よ
る    

見
直
し
及
び
准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制
の
検

討
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
が
組
合
員
と
そ
れ
に
基
づ
く

方
針
を
組
合
員
の
判
断
で
あ
る
総
代
会
で
決
定

し
、
実
践
し
て
い
く
た
め
の
自
己
改
革
実
践
サ
イ

ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と
で
結
論
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
自
己
改
革
の
実
績
、成
果
に
つ
い
て
、

組
合
員
や
政
府
か
ら
も
一
定
の
評
価
が
得
ら
れ

た
一
方
で
、
今
後
も
自
己
改
革
の
継
続
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
面
で
は
、
少
子
化
と
高
齢
化
が
進
む
中

で
農
業
就
業
者
数
や
耕
地
面
積
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
経
営
資
源
や
農
業
技
術
が
継
承
さ

れ
ず
、
生
産
基
盤
が
一
層
脆
弱
化
す
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
織
面
で
は
、
高
齢
化
に

伴
う
組
合
員
の
世
代
交
代
や
組
合
員
と
の
関
係

性
の
希
薄
化
な
ど
、
組
織
基
盤
の
弱
体
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
営
面
で
は
、
日
銀
の
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
の
継
続
等
に
よ
り
資
金
運
用
環

境
の
好
転
が
見
込
め
ず
、
総
合
事
業
再
編
計
画

の
実
践
に
よ
る
収
支
改
善
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
第
31
回
岐
阜
県

Ｊ
Ａ
大
会
で
は
、
基
本
方
針「
対
話
を
通
じ
た

農
業
・
地
域
・
Ｊ
Ａ
の
未
来
づ
く
り
〜
不
断
の
自

己
改
革
に
よ
る
さ
ら
な
る
進
化
〜
」が
決
議
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
、「
農
業
者

の
所
得
増
大
の
実
現
」、「
組
織
基
盤
の
確
立
と

「
食
」と「
農
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」、

「
総
合
事
業
機
能
発
揮
の
た
め
の
経
営
基
盤
強

化
」を
３
本
柱
と
し
た
中
期
経
営
計
画（
令
和
４

年
度
〜
令
和
６
年
度
）を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
、「
中
期
計
画
」で
は
な
く「
中
期
経
営
計
画
」

と
す
る
こ
と
で
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
」

を
引
き
続
き
重
要
取
組
項
目
と
し
て
進
め
る
中
、

こ
の
３
年
間
は
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の

施
策
を
重
点
的
に
実
施
し
、
今
後
も
持
続
可
能

な
組
織
と
し
て
地
域
農
業
の
振
興
と「
食
」と

「
農
」を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に「
信

頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」を
目
指
し
、
全

役
職
員
が
一
丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

１
．農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現

　

(1)
担
い
手
経
営
体
へ
の
経
営
支
援
と
次
世
代
の

担
い
手
の
育
成
支
援

　

(2)
売
れ
る
農
畜
産
物
の
生
産
提
案
と
販
売
強
化

　

(3)
ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

２
．組
織
基
盤
の
確
立
と「
食
」と「
農
」を
通
じ
た

　
　
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献

　

(1)
地
域
の
食（
消
費
者
）と
農（
生
産
者
）を
つ

な
ぐ
地
産
地
消
の
促
進

　

(2)
食
と
農
の
仲
間
づ
く
り
の
た
め
の
組
合
員
の

拡
大

３
．総
合
事
業
機
能
発
揮
の
た
め
の
経
営
基
盤

　
　
強
化

　

(1)
支
店
体
制
の
再
編
及
び
営
農
経
済
事
業
の
収
支

改
善
か
ら
な
る
総
合
事
業
再
編
計
画
の
実
践

活
動
方
針

　

管
内
の
農
業
環
境
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
等
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
農
業
の
維
持
・
振
興
に
向
け
担
い
手
組
織
並

び
に
新
規
就
農
者
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
や
新
た
な
栽
培
技
術

導
入
等
を
行
い
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
た

営
農
指
導
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、Ｊ
Ａ
の
営

農
指
導
員
の
指
導
力
向
上
を
重
点
課
題
と
し
、
各

種
資
格
の
取
得
並
び
に
研
修
を
実
施
し
ま
す
。
各

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で
は
自
ら
野
菜
栽
培
を
行
い
実

践
的
な
研
修
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
品
目
毎
に

専
門
農
業
者
の
方
の
協
力
を
得
て
圃
場
へ
出
向
き

技
術
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
技
術
向
上
に
努
め
ま
す
。

多
様
な
担
い
手
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

な
る
産
直
会
員
の
増
加
を
目
指
し
て
栽
培
講
習
会

（
ア
グ
リ
ゼ
ミ
）を
開
催
し
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
職

員
を
中
心
に
産
直
出
荷
へ
の
勧
誘
を
行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　
「
食
」と「
農
」を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
の
取

り
組
み
と
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）の

達
成
に
向
け
た
持
続
可
能
な
地
域
農
業
・
地
域
社

会
づ
く
り
の
た
め
、
各
地
域
で
開
催
す
る
親
子
を

対
象
と
し
た「
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」や
、
保
育
園
・

幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
お
い
て
食
農
リ
ー
ダ
ー

と
連
携
し
て
開
催
す
る
食
農
教
育
活
動
等
に
よ

り
、「
食
」と「
農
」を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
組
織
が

開
催
す
る「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
お
す
す
め
講

座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
」等
で
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

を
意
識
し
な
が
ら
裾
野
を
広
げ
る
取
り
組
み
を

通
じ
て
、Ｊ
Ａ
の
女
性
部
活
動
へ
の
理
解
と
会
員

の
増
員
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
非
会
員
や
子
育

て
世
代
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、地
産
地
消
を
テ
ー

マ
と
し
た
活
動
を
実
施
し
な
が
ら
、
よ
り「
食
」

と「
農
」の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

Ｊ
Ａ
と
地
域
の
輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

第24回通常総代会特集

（単位：円）

令和4年3月31日現在（単位：千円）■貸借対照表

（資産の部） （負債の部）

■損益計算書 
科　目 収　益費　用科　　目 金　額 科　　目 金　額 差引損益 

※貸借対照表、損益計算書の記載額は千円未満を切り捨てて表示していますので、
　合計金額が一致しない場合があります。

（１）経営基盤強化積立金

（注）１．出資配当は、年1.5％です。
　　２．任意積立金における目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩し基準等は次のとおりです。

第24年度（令和３年度）剰余金処分計算書

当期未処分剰余金

合　　　　　　計

810,881,538

810,881,538

次期繰越剰余金 492,115,927

剰余金処分額

１．利益準備金

２．任意積立金

　経営基盤強化積立金

３．出資配当金

合　　　　　　計

50,000,000   

230,000,000

 （230,000,000）

38,765,611

318,765,611

  令和3年４月１日～令和4年３月３１日（単位：千円）

目 的

積立目標額

取崩し基準

貸出金等不良債権の処理、固定資産の減損会計、有価証券の価格下落、会計等法制度の変更に伴う費用の
発生等、金融経済環境の急激な変化及びその他不測の損失発生へのてん補に備え、組合経営の健全な発展
を図ることを目的として積立を行う。
次の金額の合計額を限度額として積み立てる。
①貸倒引当金繰入対象債権の期末残高の10％に相当する額
②有形固定資産（償却累計額控除後）の期末帳簿残高の５％に相当する額
次の事象が発生した事業年度において、必要額を取り崩すことができる。
①債権を償却（貸倒引当金繰入含む）することにより多額の費用が発生した場合、その費用相当額
②減損会計等の適用により多額の費用が発生した場合、その費用相当額
③不稼動資産等処分
不稼動資産計上等上記①②以外の資産について処分損が発生、またはその価値の毀損により全額回収
が危ぶまれる場合に評価損を計上する場合、その費用相当額
④会計等法制度の変更により多額の費用等が発生した場合、その相当額
⑤その他不測の損失等が発生した場合、その費用相当額

：

：

：

（2）税効果調整積立金

３．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるための繰越額13,000,000円が含まれています。

積立目標額

取崩し基準

繰延税金資産（法人税等の前払い部分）の剰余金処分を留保するために毎期積立を行う。ただし、繰延税金
負債及び有価証券の評価差額に係る繰延税金資産に対する額を除く。
繰延税金資産が回収された、または回収不能となった年度において当該減少額を取り崩す。

：

：

中
期
経
営
計
画

令
和
４
年
度
〜
令
和
６
年
度

基
本
計
画

事
業
計
画

第
25
年
度

令
和
４
年
４
月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月
31
日

営
農
指
導

生
活
指
導

指
導
事
業
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活
動
方
針

　

組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
、Ｊ
Ａ
を
よ
り
身

近
に
感
じ
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域

の
活
性
化
に
貢
献
す
る「
支
店
協
同
活
動
」を
実

施
し
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
の
絆
を

深
め
ま
す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
の
活
動
や「
食
」と「
農
」

を
基
軸
と
し
た
情
報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
さ
ら
に

活
用
し
利
用
者
の
増
加
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
域
別
座
談
会
や
支
店
運
営
委
員
会
の
開
催
と

准
組
合
員
や
利
用
者
が
集
え
る
場
づ
く
り
を
行

い
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の「
声
」

を
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

活
動
方
針

　

農
業
者
の
皆
さ
ま
の
所
得
増
大
に
向
け
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
多
様
な
販
売
並
び
に
実
需
者

と
の
商
談
を
実
施
し
、
積
極
的
な
販
路
の
開
拓
・

拡
大
に
よ
る
販
売
力
強
化
を
行
い
、
消
費
者
に

選
ば
れ
る「
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
」販
売
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

多
様
な
担
い
手
の
皆
さ
ま
の
所
得
増
大
を
支

援
す
る
た
め
、
ア
グ
リ
ゼ
ミ
や
な
す
生
産
拡
大

大
作
戦
等
を
実
施
し
ま
す
。野
菜
栽
培
を
通
じ
た
、

Ｊ
Ａ
と
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
と
Ｊ
Ａ
の

産
直
施
設
等
を
活
用
し
た
地
産
地
消
販
売
を
行

い
ま
す
。

活
動
方
針

　
Ｊ
Ａ
の
農
業
施
設
は
農
業
者
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
補
修
・
改
修
に
係
る
経
費
の
増

大
が
施
設
収
支
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
お
り

重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
施
設
に
お

い
て
利
用
率
の
拡
大
を
図
り
、
効
率
的
な
運
営

及
び
担
い
手
を
中
心
に
様
々
な
作
付
け
計
画
の

提
案
を
行
い
、
収
支
改
善
・
統
廃
合
を
含
め
計
画

的
に
補
修
・
改
修
等
調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
実

現
と
相
互
扶
助
の
精
神
を
基
と
し
て
、
介
護
を

必
要
と
す
る
管
内
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま

を
支
援
す
る
Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
訪
問
介
護
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

活
動
方
針

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
豊
か
な
暮
ら

し
の
支
え
と
な
る
た
め
に
、組
合
員
目
線
に
立
っ

た
総
合
事
業
機
能
の
さ
ら
な
る
発
揮
に
よ
る
事

業
展
開
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
産
資
材
関
係
で
は
、
肥
料
・
農
薬
・
農
業
機

械
を
軸
に
生
産
資
材
等
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低

減
・
提
案
に
つ
な
が
る
予
約
購
買
・
レ
ン
タ
ル
農

機
の
充
実
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
創
出
し
、
広
く

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
発
信
し
ま
す
。

　

生
活
資
材
関
係
で
は
、「
食
」と「
農
」を
通
じ
た

地
元
農
畜
産
物
の
地
産
地
消
を
推
し
進
め
る
と

と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
及
び
ふ
る
さ
と

納
税
へ
の
商
品
提
案
数
を
充
実
さ
せ
、
農
業
者
の

皆
さ
ま
の
所
得
増
大
の
実
現
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
再
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
在
宅
購
買
提
案
と
し
て「
く
ら
し
の
宅
配

便
」を
軸
に
し
た
生
活
必
需
品
の
支
援
強
化
と
、

ふ
れ
あ
い
訪
問
日
を
活
用
し
た
生
活
資
材
の
情
報

提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な

地
域
貢
献
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
移
動
販
売

車
の
巡
回
ル
ー
ト
を
増
設
し
組
合
員
の
皆
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ら
し
い
店
舗
づ
く
り
と
接
客
マ
ナ
ー
の

向
上
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
で
親
し
み
や
す
い
店

舗
運
営
を
実
践
し
ま
す
。

活
動
方
針

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
安
心

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
地
域
金
融
機
関
と
し

て
、Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
を
生
か
し
た
農
業
・
く
ら

し
・
地
域
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ（
相
談
・
提

案
）機
能
を
基
軸
と
し
た
金
融
仲
介
機
能
に
よ

り
ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、持
続
可
能
な
収
益
構
造
を
確
立
す
る
た

め
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
供
や
給
与
・
年
金

振
込
口
座
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
よ
る
貯
金
量
の
確

保
を
行
い
ま
す
。
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
農
業
関
連
貸
出
金
の
提
供
に
よ
り

農
業
者
の
所
得
増
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

住
宅
ロ
ー
ン
及
び
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
等
の
小
口

ロ
ー
ン
の
利
用
者
拡
大
に
よ
る
貸
出
金
の
増
強

を
行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た

活
動
を
展
開
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
に
よ

る
お
役
立
ち
情
報
の
お
知
ら
せ
活
動
と
、
専
門

性
の
高
い
職
員
に
よ
る
将
来
の
安
心
に
向
け
た

相
談
活
動
を
実
践
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
保
障
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
の
安

定
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
契
約
世
帯
の
世
帯
内
未
加
入
者
や

地
域
の
Ｊ
Ａ
事
業
未
利
用
者
と
の
積
極
的
な
接

点
づ
く
り
を
通
じ
て
、
将
来
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
の

事
業
基
盤
の
維
持
・
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
こ
２
〜
３
年
の
貸
借
対

照
表
を
見
る
と
、貯
金
が
毎

年
増
加
し
て
い
る
。増
加
の

理
由
と
、そ
れ
が
農
業
を
し

て
い
る
組
合
員
の
貯
金
か
そ

れ
以
外
な
の
か
を
知
り
た
い
。

　
貯
金
増
加
の
主
な
要
因
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大

に
伴
い
、個
人
消
費
が
控
え

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。そ
の
他
、リ
ニ
ア
関
連
の

資
金
も
要
因
の
一
つ
で
す
。

　
貯
金
の
組
合
員
資
格
別
の

利
用
割
合
は
次
の
通
り
で
す
。

　
販
売
事
業
計
画
の
中
で
、「
お
い
し
い
お
米
コ
ン
テ
ス
ト
入

賞
米
を
特
別
価
格
に
て
販
売
」と
あ
る
。私
も
過
去
に
入
賞

し
た
が
、コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
は
12 
月
で
、「
特
別
価
格
で
入

賞
米
を
買
い
た
い
」と
言
わ
れ
て
も
、出
荷
し
た
後
で
、米
は

な
か
っ
た
。今
後
は
入
賞
者
に
対
し
て
翌
年
、栽
培
状
況
等

も
考
慮
し
た
中
で
、入
賞
米
と
同
等
の
米
と
判
断
し
、特
別

価
格
で
買
っ
て
も
ら
え
る
と
、作
り
手
も
励
み
に
な
る
。

　「
お
い
し
い
お
米
コ
ン
テ
ス
ト
」も
回
数
を
重
ね
、大
手
の

販
売
店
と
の
流
れ
も
で
き
て
き
ま
し
た
。少
し
時
間
は
必
要

で
す
が
、コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
時
期
を
も
う
少
し
早
め
て
、

結
果
を
見
な
が
ら
入
賞
す
る
で
あ
ろ
う
米
を
早
め
に
確
保
し
、

入
賞
者
が
有
利
に
販
売
で
き
る
よ
う
な
方
向
に
も
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
中
期
経
営
計
画
で
販
売
品
取
扱
高
の
目
標
値
が
令
和
４

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
毎
年
１
億
円
ず
つ
増
額
し
て

い
る
根
拠
は
。
単
純
に
１
億
円
ず
つ
増
額
し
て
い
る
計
画
は

少
し
信
用
で
き
な
い
と
感
じ
る
。

　
販
売
品
取
扱
高
の
目
標
値
が
１
億
円
ず
つ
増
額
し
て
い
る

の
は
、主
要
実
践
取
組
事
項
を
一
つ
一
つ
達
成
し
た
中
で
、

取
扱
高
を
伸
ば
し
て
い
く
計
画
と
い
う
こ
と
で
す
。農
畜
産

物
の
価
格
は
、原
料
費
の
影
響
以
上
に
収
穫
量
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
点
が
大
き
く
、そ
う
し
た
視
点
か
ら
農
家
の
皆
さ

ま
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。人
口
が
減

少
す
る
中
で
、「
次
世
代
総
点
検
運
動
」を
行
っ
て
、10 
年
後
の

地
域
農
業
を
見
通
し
て
次
世
代
の
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く

た
め
の
活
動
を
行
う
方
針
で
す
。そ
れ
に
向
け
て
、３
年
後
の

主
な
農
畜
産
物
取
扱
高
計
画
等
も
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
等
に
よ
り
肥
料
・
農
薬
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
は
組
合
員
に
対
し
て
、安
定
供
給
、組
合
員
価
格
等
と
し
て
少
し
で
も
安
価
供
給
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
か
。ま
た
、化
成
肥
料
の
代
替
肥
料
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。加
え
て
、

農
産
物
を
よ
り
高
く
販
売
し
て
ほ
し
い
。

　
予
約
注
文
分
に
つ
い
て
は
、全
農
を
通
じ
て
あ
る
程
度
の
数
量
は
確
保
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
に
つ
い
て
は
、間
違
い
な
く
価
格
は
高
騰
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。引
き
続
き
、

国
や
県
、市
へ
必
要
な
対
策
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、代
替
肥
料
に
つ
い
て
は「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」の
中
で
も
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、現
時
点
で
は
検
討
段
階
で
あ
り
ま
す
。

　
農
産
物
を
高
く
販
売
す
る
に
は
、そ
れ
な
り
に
消
費
者
の
理
解
も
必
要
で
す
。そ
の
た

め
に
は
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
る
な
ど
、付
加
価
値
を
付
け
て

い
く
必
要
が
あ
り
、今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
大
規
模
農
家
や
専
業
農
家
に
向
け
た
取
り
組
み
が
目
立
つ
が
、国
連
が「
家
族

農
業
の
10 
年
」と
し
て
推
進
し
て
い
る
よ
う
に
家
族
農
業
に
も
目
を
向
け
た
取
り
組
み
を

す
る
べ
き
で
は
。中
期
経
営
計
画
の
基
本
計
画「
農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
」と
は
、ど

の
規
模
の
農
業
者
を
対
象
と
し
て
い
る
か
。

　
担
い
手
だ
け
で
は
農
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。農
地
は
非

常
に
多
面
的
な
機
能
を
持
ち
、生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
機
能
が
あ
り
ま
す
が
、家
族
農
業
か
ら

も
若
い
世
代
が
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、Ｊ
Ａ
と
し

て
は
、
家
庭
菜
園
か
ら
産
直
へ
出
荷
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
や
指
導
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　「
農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
」で
は
、当
Ｊ
Ａ
で
は
主
要
な
品
目
に
目
標
を
設
定
し
て

い
ま
す
。担
い
手
を
中
心
と
し
た
水
稲
、ト
マ
ト
、肉
牛
農
家
等
の
品
目
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

肥
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
で
、
銘
柄
集
約
肥
料
に
つ
い
て
は
全
て
の
組
合
員
を
対
象

に
予
約
注
文
に
取
り
組
み
、生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
人
の
動
き
は
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
り
、消
費
は
少
し
ず
つ
伸
び
て
い
ま
す
。

　
米
価
に
つ
い
て
、令
和
３
年
度
産
を
最
低
ラ
イ
ン
と
し
て
、令
和
４
年
度
産
は
少
し
で

も
前
年
を
上
回
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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活
動
方
針

　

組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
、Ｊ
Ａ
を
よ
り
身

近
に
感
じ
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域

の
活
性
化
に
貢
献
す
る「
支
店
協
同
活
動
」を
実

施
し
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
の
絆
を

深
め
ま
す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
の
活
動
や「
食
」と「
農
」

を
基
軸
と
し
た
情
報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
さ
ら
に

活
用
し
利
用
者
の
増
加
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
域
別
座
談
会
や
支
店
運
営
委
員
会
の
開
催
と

准
組
合
員
や
利
用
者
が
集
え
る
場
づ
く
り
を
行

い
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の「
声
」

を
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

活
動
方
針

　

農
業
者
の
皆
さ
ま
の
所
得
増
大
に
向
け
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
多
様
な
販
売
並
び
に
実
需
者

と
の
商
談
を
実
施
し
、
積
極
的
な
販
路
の
開
拓
・

拡
大
に
よ
る
販
売
力
強
化
を
行
い
、
消
費
者
に

選
ば
れ
る「
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
」販
売
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

多
様
な
担
い
手
の
皆
さ
ま
の
所
得
増
大
を
支

援
す
る
た
め
、
ア
グ
リ
ゼ
ミ
や
な
す
生
産
拡
大

大
作
戦
等
を
実
施
し
ま
す
。野
菜
栽
培
を
通
じ
た
、

Ｊ
Ａ
と
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
と
Ｊ
Ａ
の

産
直
施
設
等
を
活
用
し
た
地
産
地
消
販
売
を
行

い
ま
す
。

活
動
方
針

　
Ｊ
Ａ
の
農
業
施
設
は
農
業
者
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
補
修
・
改
修
に
係
る
経
費
の
増

大
が
施
設
収
支
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
お
り

重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
施
設
に
お

い
て
利
用
率
の
拡
大
を
図
り
、
効
率
的
な
運
営

及
び
担
い
手
を
中
心
に
様
々
な
作
付
け
計
画
の

提
案
を
行
い
、
収
支
改
善
・
統
廃
合
を
含
め
計
画

的
に
補
修
・
改
修
等
調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
実

現
と
相
互
扶
助
の
精
神
を
基
と
し
て
、
介
護
を

必
要
と
す
る
管
内
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま

を
支
援
す
る
Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
訪
問
介
護
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

活
動
方
針

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
豊
か
な
暮
ら

し
の
支
え
と
な
る
た
め
に
、組
合
員
目
線
に
立
っ

た
総
合
事
業
機
能
の
さ
ら
な
る
発
揮
に
よ
る
事

業
展
開
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
産
資
材
関
係
で
は
、
肥
料
・
農
薬
・
農
業
機

械
を
軸
に
生
産
資
材
等
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低

減
・
提
案
に
つ
な
が
る
予
約
購
買
・
レ
ン
タ
ル
農

機
の
充
実
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
創
出
し
、
広
く

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
発
信
し
ま
す
。

　

生
活
資
材
関
係
で
は
、「
食
」と「
農
」を
通
じ
た

地
元
農
畜
産
物
の
地
産
地
消
を
推
し
進
め
る
と

と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
及
び
ふ
る
さ
と

納
税
へ
の
商
品
提
案
数
を
充
実
さ
せ
、
農
業
者
の

皆
さ
ま
の
所
得
増
大
の
実
現
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
再
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
在
宅
購
買
提
案
と
し
て「
く
ら
し
の
宅
配

便
」を
軸
に
し
た
生
活
必
需
品
の
支
援
強
化
と
、

ふ
れ
あ
い
訪
問
日
を
活
用
し
た
生
活
資
材
の
情
報

提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な

地
域
貢
献
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
移
動
販
売

車
の
巡
回
ル
ー
ト
を
増
設
し
組
合
員
の
皆
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ら
し
い
店
舗
づ
く
り
と
接
客
マ
ナ
ー
の

向
上
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
で
親
し
み
や
す
い
店

舗
運
営
を
実
践
し
ま
す
。

活
動
方
針

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
安
心

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
地
域
金
融
機
関
と
し

て
、Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
を
生
か
し
た
農
業
・
く
ら

し
・
地
域
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ（
相
談
・
提

案
）機
能
を
基
軸
と
し
た
金
融
仲
介
機
能
に
よ

り
ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、持
続
可
能
な
収
益
構
造
を
確
立
す
る
た

め
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
供
や
給
与
・
年
金

振
込
口
座
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
よ
る
貯
金
量
の
確

保
を
行
い
ま
す
。
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
農
業
関
連
貸
出
金
の
提
供
に
よ
り

農
業
者
の
所
得
増
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

住
宅
ロ
ー
ン
及
び
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
等
の
小
口

ロ
ー
ン
の
利
用
者
拡
大
に
よ
る
貸
出
金
の
増
強

を
行
い
ま
す
。

活
動
方
針

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た

活
動
を
展
開
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
に
よ

る
お
役
立
ち
情
報
の
お
知
ら
せ
活
動
と
、
専
門

性
の
高
い
職
員
に
よ
る
将
来
の
安
心
に
向
け
た

相
談
活
動
を
実
践
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
保
障
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
の
安

定
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
契
約
世
帯
の
世
帯
内
未
加
入
者
や

地
域
の
Ｊ
Ａ
事
業
未
利
用
者
と
の
積
極
的
な
接

点
づ
く
り
を
通
じ
て
、
将
来
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
の

事
業
基
盤
の
維
持
・
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
こ
２
〜
３
年
の
貸
借
対

照
表
を
見
る
と
、貯
金
が
毎

年
増
加
し
て
い
る
。増
加
の

理
由
と
、そ
れ
が
農
業
を
し

て
い
る
組
合
員
の
貯
金
か
そ

れ
以
外
な
の
か
を
知
り
た
い
。

　
貯
金
増
加
の
主
な
要
因
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大

に
伴
い
、個
人
消
費
が
控
え

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。そ
の
他
、リ
ニ
ア
関
連
の

資
金
も
要
因
の
一
つ
で
す
。

　
貯
金
の
組
合
員
資
格
別
の

利
用
割
合
は
次
の
通
り
で
す
。

　
販
売
事
業
計
画
の
中
で
、「
お
い
し
い
お
米
コ
ン
テ
ス
ト
入

賞
米
を
特
別
価
格
に
て
販
売
」と
あ
る
。私
も
過
去
に
入
賞

し
た
が
、コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
は
12 
月
で
、「
特
別
価
格
で
入

賞
米
を
買
い
た
い
」と
言
わ
れ
て
も
、出
荷
し
た
後
で
、米
は

な
か
っ
た
。今
後
は
入
賞
者
に
対
し
て
翌
年
、栽
培
状
況
等

も
考
慮
し
た
中
で
、入
賞
米
と
同
等
の
米
と
判
断
し
、特
別

価
格
で
買
っ
て
も
ら
え
る
と
、作
り
手
も
励
み
に
な
る
。

　「
お
い
し
い
お
米
コ
ン
テ
ス
ト
」も
回
数
を
重
ね
、大
手
の

販
売
店
と
の
流
れ
も
で
き
て
き
ま
し
た
。少
し
時
間
は
必
要

で
す
が
、コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
時
期
を
も
う
少
し
早
め
て
、

結
果
を
見
な
が
ら
入
賞
す
る
で
あ
ろ
う
米
を
早
め
に
確
保
し
、

入
賞
者
が
有
利
に
販
売
で
き
る
よ
う
な
方
向
に
も
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
中
期
経
営
計
画
で
販
売
品
取
扱
高
の
目
標
値
が
令
和
４

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
毎
年
１
億
円
ず
つ
増
額
し
て

い
る
根
拠
は
。
単
純
に
１
億
円
ず
つ
増
額
し
て
い
る
計
画
は

少
し
信
用
で
き
な
い
と
感
じ
る
。

　
販
売
品
取
扱
高
の
目
標
値
が
１
億
円
ず
つ
増
額
し
て
い
る

の
は
、主
要
実
践
取
組
事
項
を
一
つ
一
つ
達
成
し
た
中
で
、

取
扱
高
を
伸
ば
し
て
い
く
計
画
と
い
う
こ
と
で
す
。農
畜
産

物
の
価
格
は
、原
料
費
の
影
響
以
上
に
収
穫
量
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
点
が
大
き
く
、そ
う
し
た
視
点
か
ら
農
家
の
皆
さ

ま
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。人
口
が
減

少
す
る
中
で
、「
次
世
代
総
点
検
運
動
」を
行
っ
て
、10 
年
後
の

地
域
農
業
を
見
通
し
て
次
世
代
の
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く

た
め
の
活
動
を
行
う
方
針
で
す
。そ
れ
に
向
け
て
、３
年
後
の

主
な
農
畜
産
物
取
扱
高
計
画
等
も
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
等
に
よ
り
肥
料
・
農
薬
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
は
組
合
員
に
対
し
て
、安
定
供
給
、組
合
員
価
格
等
と
し
て
少
し
で
も
安
価
供
給
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
か
。ま
た
、化
成
肥
料
の
代
替
肥
料
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。加
え
て
、

農
産
物
を
よ
り
高
く
販
売
し
て
ほ
し
い
。

　
予
約
注
文
分
に
つ
い
て
は
、全
農
を
通
じ
て
あ
る
程
度
の
数
量
は
確
保
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
に
つ
い
て
は
、間
違
い
な
く
価
格
は
高
騰
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。引
き
続
き
、

国
や
県
、市
へ
必
要
な
対
策
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、代
替
肥
料
に
つ
い
て
は「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」の
中
で
も
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、現
時
点
で
は
検
討
段
階
で
あ
り
ま
す
。

　
農
産
物
を
高
く
販
売
す
る
に
は
、そ
れ
な
り
に
消
費
者
の
理
解
も
必
要
で
す
。そ
の
た

め
に
は
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
る
な
ど
、付
加
価
値
を
付
け
て

い
く
必
要
が
あ
り
、今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
大
規
模
農
家
や
専
業
農
家
に
向
け
た
取
り
組
み
が
目
立
つ
が
、国
連
が「
家
族

農
業
の
10 
年
」と
し
て
推
進
し
て
い
る
よ
う
に
家
族
農
業
に
も
目
を
向
け
た
取
り
組
み
を

す
る
べ
き
で
は
。中
期
経
営
計
画
の
基
本
計
画「
農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
」と
は
、ど

の
規
模
の
農
業
者
を
対
象
と
し
て
い
る
か
。

　
担
い
手
だ
け
で
は
農
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。農
地
は
非

常
に
多
面
的
な
機
能
を
持
ち
、生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
機
能
が
あ
り
ま
す
が
、家
族
農
業
か
ら

も
若
い
世
代
が
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、Ｊ
Ａ
と
し

て
は
、
家
庭
菜
園
か
ら
産
直
へ
出
荷
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
や
指
導
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　「
農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
」で
は
、当
Ｊ
Ａ
で
は
主
要
な
品
目
に
目
標
を
設
定
し
て

い
ま
す
。担
い
手
を
中
心
と
し
た
水
稲
、ト
マ
ト
、肉
牛
農
家
等
の
品
目
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

肥
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
で
、
銘
柄
集
約
肥
料
に
つ
い
て
は
全
て
の
組
合
員
を
対
象

に
予
約
注
文
に
取
り
組
み
、生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
人
の
動
き
は
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
り
、消
費
は
少
し
ず
つ
伸
び
て
い
ま
す
。

　
米
価
に
つ
い
て
、令
和
３
年
度
産
を
最
低
ラ
イ
ン
と
し
て
、令
和
４
年
度
産
は
少
し
で

も
前
年
を
上
回
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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介
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● 1011 ● JAひがしみの

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
で
夏
秋
ト
マ
ト
が
本
格
的
な
出
荷
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
の
ト
マ
ト
選
果
場
は
中
津
川
と
加
子
母
の
２

カ
所
に
あ
り
、
毎
年
６
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
が
出
荷
期
間
と

な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
で
は
１
２
３
戸
が
19
・
３
㌶
で
ト
マ
ト

品
種「
麗
夏
」、「
麗
月
」を
栽
培
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
に
京
都
、
岐
阜
、

名
古
屋
の
市
場
へ
合
計
約
１
，
５
７
５
㌧
を
出
荷
す
る
計
画
で
す
。

ど
ち
ら
の
品
種
も
赤
熟
も
ぎ
り
で
食
味
が
良
く
、
日
持
ち
が
良
い
の

が
特
長
で
す
。

　

東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
は
６
月
10
〜

14
日
、
梅
雨
時
期
及
び
梅
雨
明
け
後
の
栽
培
管
理

を
学
ぶ
現
地
栽
培
講
習
会
を
管
内
の
11
ヶ
所
で
開

き
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
か
ら
合
わ
せ
て
１
２
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

樹
勢
が
低
下
し
が
ち
な
こ
の
時
期
の
栽
培
管
理

を
実
際
の
圃
場
を
見
な
が
ら
確
認
し
、
今
後
の
安

定
多
収
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

㈱
サ
カ
タ
の
タ
ネ
と
㈱
生
科
研
か
ら
講
師
を
招

き
、
梅
雨
時
期
の
気
象
下
で
の
ト
マ
ト
の
成
長
と

生
理
生
態
に
つ
い
て
確
認
。
適
切
な
管
理
を
行
う

方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
は
６
月
16
日
、Ｊ
Ａ
ひ
が

し
み
の
管
内
の
２
カ
所
で
出
荷
目
揃
い
会
を
開
き
ま
し
た
。

農
家
や
Ｊ
Ａ
、
市
場
関
係
者
、
関
係
機
関
か
ら
合
わ
せ
て

53
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

管
内
で
は
、
中
山
間
地
な
ら
で
は
の
昼
夜
の
温
度
差
を
活

か
し
て
、
34
戸
が
１
・
５
㌶
で
品
質
の
高
い
夏
秋
な
す
の
栽

培
に
励
ん
で
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
合
計
１
２
３
㌧
を
岐

阜
、名
古
屋
、京
都
の
各
市
場
へ
向
け
て
出
荷
す
る
計
画
で
す
。

　

同
協
議
会
で
は「
気
象
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
昨
年
の

経
験
を
活
か
し
て
栽
培
管
理
を
徹
底
し
出
荷
量
を
確
保
し

て
い
こ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　ＪＡひがしみのでは組合員メリットの
見える化を目的に、様々な特典が受
けられる「組合員カード」を発行し令和
４年８月１日より運用を開始します。
　組合員の皆さまには、７月よりカード
とご案内をお届けしますので、詳しく
はそちらをご覧ください。

　第24回通常総代会で、令和３年度剰余金処分案が承認
されました。出資配当金は、6月29日付で組合員の皆さ
まの貯金口座へ入金致しましたので、お知らせ致します。
　組合員の皆さまの組合員資格に変更が生じた場合は、
定款第15条の定めるところにより、書面にて当ＪＡにお届
けいただくことになっておりますので、お手数ですが当
ＪＡの最寄りの支店に組合員資格の変更をお届けください
ますよう、お願い申し上げます。
　組合員資格には農業者である正組合員と、農業者以外
である准組合員の2つがあります。
　正組合員は、個人の場合、耕作面積にかかわらず農業
を営む方、もしくは農業に年間30日以上従事する方が該
当します。なお、組合員資格の詳細などは最寄りの支店
にお問い合わせください。

　
ト
マ
ト
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
強
化
で
、３
年
後
の

目
標
が
６
，０
０
０
㎏
で
は
低

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
目
標
と
し
て
は
低
い
か
も

し
れ
な
い
が
、ま
ず
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
販
売
強

化
を
実
施
し
、取
扱
高
の
計

画
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
だ
の
令
和
３
年
度

の
ト
マ
ト
販
売
実
績
は
40
億

円
で
あ
り
過
去
最
高
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
で
も
、生

産
面
積
が
増
え
れ
ば
も
っ
と

販
売
実
績
が
増
え
る
は
ず
で
、

そ
の
た
め
に
は
、生
産
者
の

確
保
が
必
要
。Ｊ
Ａ
に
は
営

農
指
導
員
教
育
に
よ
る
指
導

力
強
化
と
担
い
手
の
育
成
を

さ
ら
に
進
め
て
ほ
し
い
。

　
営
農
指
導
力
の
強
化
の
た

め
の
研
修
等
に
つ
い
て
は
今

後
も
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
向

け
の
研
修
会
も
定
期
的
に
開

催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
経
営
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。自
己
資
本
も
増
加
し
て
お
り
、

他
県
の
Ｊ
Ａ
の
よ
う
に
配
当
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

出
資
配
当
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
経
営
状
況

に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
当
組
合
で
は
、

大
変
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
ま
ず
は
昨
年
度
と
同
じ

よ
う
に
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
配
当
を
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
１
・
５
％
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
営

が
よ
り
安
定
し
た
中
で
、
あ
る
い
は
金
利
が
上
昇
し

た
中
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
配
当
も
で
き
る
と
思

い
ま
す
が
、現
在
の
低
金
利
の
状
況
下
で
は
、１
・
５
％

は
高
い
配
当
率
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
今
後
も
配
当
率
を
上
げ
る
努
力
は
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
と
し
て
、
特
産
物
を
開
発
し
て
、
組

合
員
の
利
益
を
図
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
新
た
な

農
産
物
を
加
工
品
と
し
て
開
発
す
る
た
め
の
研
究
に
期
待

し
た
い
で
す
。

　

販
売
力
強
化
に
つ
い
て
は
色
々
な
こ
と
を
模
索
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
6
次
産
業
化
と
し
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
ひ
が
し
み
の
カ
レ
ー
や
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

等
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
管
内
の
特
産
物
と
し
て
は
、

ト
マ
ト
・
な
す
・
栗
・
和
牛
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
提
案
が
あ
れ
ば
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2022 7月
JAひがしみの

品
質
、味
良
く
好
評

夏
秋
ト
マ
ト
出
荷
開
始

出
荷
本
番

東
美
濃
産
夏
秋
な
す

本格出荷へ向けて出荷規格を確認するなす生産者ら

梅雨時期の栽培管理について学ぶトマト生産者

樹
勢
の
適
性
管
理
学
ぶ

ト
マ
ト
生
産
者
が
現
地
研
修

６
月
15
日
か
ら
稼
働
し
た
中
津
川
ト
マ
ト
選
果
場

「出資金に関するお知らせと
 組合員資格確認のお願い」

令和３年度分

※組合員資格の変更には、お届けいただいているお名前・ご住所の変更、
正組合員から准組合員に、または准組合員から正組合員に資格が変更した
場合、組合員資格を喪失した場合などが該当します。
※お亡くなりになられた方の名義で、はがき「出資金に関するお知らせと組合員
資格確認のお願い」が届いている場合、当ＪＡの出資金が名義変更（相続手
続）されていない可能性があります。最寄りの支店にお問い合わせください。
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● 1011 ● JAひがしみの

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
で
夏
秋
ト
マ
ト
が
本
格
的
な
出
荷
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
の
ト
マ
ト
選
果
場
は
中
津
川
と
加
子
母
の
２

カ
所
に
あ
り
、
毎
年
６
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
が
出
荷
期
間
と

な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
で
は
１
２
３
戸
が
19
・
３
㌶
で
ト
マ
ト

品
種「
麗
夏
」、「
麗
月
」を
栽
培
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
に
京
都
、
岐
阜
、

名
古
屋
の
市
場
へ
合
計
約
１
，
５
７
５
㌧
を
出
荷
す
る
計
画
で
す
。

ど
ち
ら
の
品
種
も
赤
熟
も
ぎ
り
で
食
味
が
良
く
、
日
持
ち
が
良
い
の

が
特
長
で
す
。

　

東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
は
６
月
10
〜

14
日
、
梅
雨
時
期
及
び
梅
雨
明
け
後
の
栽
培
管
理

を
学
ぶ
現
地
栽
培
講
習
会
を
管
内
の
11
ヶ
所
で
開

き
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
か
ら
合
わ
せ
て
１
２
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

樹
勢
が
低
下
し
が
ち
な
こ
の
時
期
の
栽
培
管
理

を
実
際
の
圃
場
を
見
な
が
ら
確
認
し
、
今
後
の
安

定
多
収
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

㈱
サ
カ
タ
の
タ
ネ
と
㈱
生
科
研
か
ら
講
師
を
招

き
、
梅
雨
時
期
の
気
象
下
で
の
ト
マ
ト
の
成
長
と

生
理
生
態
に
つ
い
て
確
認
。
適
切
な
管
理
を
行
う

方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
は
６
月
16
日
、Ｊ
Ａ
ひ
が

し
み
の
管
内
の
２
カ
所
で
出
荷
目
揃
い
会
を
開
き
ま
し
た
。

農
家
や
Ｊ
Ａ
、
市
場
関
係
者
、
関
係
機
関
か
ら
合
わ
せ
て

53
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

管
内
で
は
、
中
山
間
地
な
ら
で
は
の
昼
夜
の
温
度
差
を
活

か
し
て
、
34
戸
が
１
・
５
㌶
で
品
質
の
高
い
夏
秋
な
す
の
栽

培
に
励
ん
で
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
合
計
１
２
３
㌧
を
岐

阜
、名
古
屋
、京
都
の
各
市
場
へ
向
け
て
出
荷
す
る
計
画
で
す
。

　

同
協
議
会
で
は「
気
象
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
昨
年
の

経
験
を
活
か
し
て
栽
培
管
理
を
徹
底
し
出
荷
量
を
確
保
し

て
い
こ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　ＪＡひがしみのでは組合員メリットの
見える化を目的に、様々な特典が受
けられる「組合員カード」を発行し令和
４年８月１日より運用を開始します。
　組合員の皆さまには、７月よりカード
とご案内をお届けしますので、詳しく
はそちらをご覧ください。

　第24回通常総代会で、令和３年度剰余金処分案が承認
されました。出資配当金は、6月29日付で組合員の皆さ
まの貯金口座へ入金致しましたので、お知らせ致します。
　組合員の皆さまの組合員資格に変更が生じた場合は、
定款第15条の定めるところにより、書面にて当ＪＡにお届
けいただくことになっておりますので、お手数ですが当
ＪＡの最寄りの支店に組合員資格の変更をお届けください
ますよう、お願い申し上げます。
　組合員資格には農業者である正組合員と、農業者以外
である准組合員の2つがあります。
　正組合員は、個人の場合、耕作面積にかかわらず農業
を営む方、もしくは農業に年間30日以上従事する方が該
当します。なお、組合員資格の詳細などは最寄りの支店
にお問い合わせください。

　
ト
マ
ト
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
強
化
で
、３
年
後
の

目
標
が
６
，０
０
０
㎏
で
は
低

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
目
標
と
し
て
は
低
い
か
も

し
れ
な
い
が
、ま
ず
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
販
売
強

化
を
実
施
し
、取
扱
高
の
計

画
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
だ
の
令
和
３
年
度

の
ト
マ
ト
販
売
実
績
は
40
億

円
で
あ
り
過
去
最
高
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
で
も
、生

産
面
積
が
増
え
れ
ば
も
っ
と

販
売
実
績
が
増
え
る
は
ず
で
、

そ
の
た
め
に
は
、生
産
者
の

確
保
が
必
要
。Ｊ
Ａ
に
は
営

農
指
導
員
教
育
に
よ
る
指
導

力
強
化
と
担
い
手
の
育
成
を

さ
ら
に
進
め
て
ほ
し
い
。

　
営
農
指
導
力
の
強
化
の
た

め
の
研
修
等
に
つ
い
て
は
今

後
も
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
向

け
の
研
修
会
も
定
期
的
に
開

催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
経
営
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。自
己
資
本
も
増
加
し
て
お
り
、

他
県
の
Ｊ
Ａ
の
よ
う
に
配
当
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

出
資
配
当
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
経
営
状
況

に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
当
組
合
で
は
、

大
変
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
ま
ず
は
昨
年
度
と
同
じ

よ
う
に
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
配
当
を
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
１
・
５
％
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
営

が
よ
り
安
定
し
た
中
で
、
あ
る
い
は
金
利
が
上
昇
し

た
中
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
配
当
も
で
き
る
と
思

い
ま
す
が
、現
在
の
低
金
利
の
状
況
下
で
は
、１
・
５
％

は
高
い
配
当
率
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
今
後
も
配
当
率
を
上
げ
る
努
力
は
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
と
し
て
、
特
産
物
を
開
発
し
て
、
組

合
員
の
利
益
を
図
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
新
た
な

農
産
物
を
加
工
品
と
し
て
開
発
す
る
た
め
の
研
究
に
期
待

し
た
い
で
す
。

　

販
売
力
強
化
に
つ
い
て
は
色
々
な
こ
と
を
模
索
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
6
次
産
業
化
と
し
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
ひ
が
し
み
の
カ
レ
ー
や
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

等
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
管
内
の
特
産
物
と
し
て
は
、

ト
マ
ト
・
な
す
・
栗
・
和
牛
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
提
案
が
あ
れ
ば
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2022 7月
JAひがしみの

品
質
、味
良
く
好
評

夏
秋
ト
マ
ト
出
荷
開
始

出
荷
本
番

東
美
濃
産
夏
秋
な
す

本格出荷へ向けて出荷規格を確認するなす生産者ら

梅雨時期の栽培管理について学ぶトマト生産者

樹
勢
の
適
性
管
理
学
ぶ

ト
マ
ト
生
産
者
が
現
地
研
修

６
月
15
日
か
ら
稼
働
し
た
中
津
川
ト
マ
ト
選
果
場

「出資金に関するお知らせと
 組合員資格確認のお願い」

令和３年度分

※組合員資格の変更には、お届けいただいているお名前・ご住所の変更、
正組合員から准組合員に、または准組合員から正組合員に資格が変更した
場合、組合員資格を喪失した場合などが該当します。
※お亡くなりになられた方の名義で、はがき「出資金に関するお知らせと組合員
資格確認のお願い」が届いている場合、当ＪＡの出資金が名義変更（相続手
続）されていない可能性があります。最寄りの支店にお問い合わせください。

第24回通常総代会特集

QAQA

QAQA
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● 1213 ● JAひがしみの

　
い
も
ち
病
防
除
対
策
と
し
て
、水
稲
苗
に
は
田

植
え
時
に
箱
施
用
剤
を
使
用
し
ま
す
が
、７
月
に

な
る
と
効
果
は
著
し
く
低
下
し
ま
す
。ま
た
、高
温

多
湿
に
な
る
こ
の
季
節
は
、紋
枯
病
が
多
発
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
出
穂
前
に
予
防
・
防
除
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
い
も
ち
病
は
菌
の
寄
生
に
よ
っ
て
生
育
期
間
の

ほ
ぼ
全
期
間
で
発
症
し
ま
す
。

　
症
状
と
し
て
は
、葉
に
病
斑
が
現
れ
、枯
れ
て
い

き
ま
す
。そ
し
て
症
状
が
ひ
ど
い
と
ほ
と
ん
ど
の

葉
が
枯
れ
、稲
穂
が
十
分
に
出
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
稲
穂
に
感
染
す
る
と「
穂
い
も
ち
」と
な
り
、

お
米
の
採
れ
る
量
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
紋
枯
病
は
カ
ビ
に
よ
っ
て
発
症
す
る
病
気
で
す
。

　
症
状
と
し
て
は
、地
際
か
ら
徐
々
に
上
の
葉
へ

枯
れ
上
が
り
茎
が
弱
く
な
り
、倒
伏
し
て
し
ま
い

ま
す
。そ
の
結
果
、お
米
が
実
ら
な
く
な
り
、収
量

が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
近
年
、カ
メ
ム
シ
に
よ
る
斑
点
米
の
被
害
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。黒
い
お
米
が
目
立
ち
、食
味
が

低
下
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
次
の
こ
と

に
取
り
組
み
、被
害
を
減
ら
し
て
美
味
し
い
お
米

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
対
策
１
】除
草

・
水
田
内
の
ヒ
エ
な
ど
イ
ネ
科
雑
草
を
除
去
す
る
。

・
畦
畔
、
休
耕
田
は
水
稲
の
出
穂
10
日
前
ま
で
に

草
刈
り
を
す
る
。

・
穂
が
出
る
直
前
は
本

田
内
に
カ
メ
ム
シ
を

呼
び
込
む
た
め
草
刈

り
を
し
な
い
。

【
対
策
２
】

農
薬
に
よ
る
防
除

　
穂
が
出
て
か
ら
７
〜

10
日
後
の
穂
が
傾
き
か

け
る
頃（
散
布
適
期
）に

行
う
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
恵
那
地
域
女
性
部
は
、
6
月

3
日
に
交
流
会
と
し
て「
季
節
の
郷
土
料
理
を
作

ろ
う
！
」を
開
催
し
郷
土
料
理
の
朴
葉
寿
司
作
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
部
員
の
交
流
と
郷
土
料
理
を
楽
し

み
受
け
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
、
昨
年
度
よ
り
開

催
。
5
月
30
日
に
は
昨
年
度
の
メ
ン
バ
ー
が
同
好

会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
担
当
者
は「
地
域
の
食
文
化
を
楽
し
み

つ
な
ぐ
恵
那
地
域
女
性
部
の
活
動
に
期
待
し
て
い

る
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
や
つ
な
が
り
が

増
え
れ
ば
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
５
月
31
日
、
本
店
で
Ｊ
Ａ

食
農
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
日
本
の
食
文
化
に
欠

か
せ
な
い
な
が
ら
も
自
給
率
の
低
い
大
豆
の
こ
と

を
、
栽
培
や
加
工
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と「
ま
め
な
か
な
運
動
」を
行
っ
て
い
ま

す
。
研
修
会
で
学
ん
だ
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
は
、
地

域
の
小
学
校
、
保
育
園
な
ど
の
希
望
に
よ
り
、
講
師

と
し
て
食
農
教
育
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
者
は「
ア
レ
ル
ギ
ー
に
気
を
付
け
臨
機
応
変

に
活
動
し
た
い
。
先
生
方
と
連
携
し
地
域
貢
献
し
た

い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

６
月
３
日
、
関
市
の
全
農
岐
阜
関
家
畜
流
通
セ
ン
タ
ー
で
６
月
期
の
子

牛
市
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
で
３
１
１
頭
、
管
内
か
ら
は
63
頭
が
出
荷
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
の

購
買
者
に
よ
り
活
発
な
取
引
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
勢
、
雌
合
わ
せ
て
の
市
場
総
平
均
価
格

は
62
万
５
，０
０
０
円（
税
抜
き
）と
な
り
ま

し
た
。（
前
年
同
月
は
66
万
６
，０
０
０
円
）

　

全
国
的
に
各
産
地
で
飼
料
高
騰
等
に
よ
る

先
行
き
不
安
感
か
ら
価
格
の
低
下
が
見
ら
れ

て
お
り
今
回
の
市
場
で
も
上
位
と
下
位
の
価

格
差
が
広
が
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
次
回
開
催
は
８
月
５
日
）

　
Ｊ
Ａ
苗
木
支
店
と
阿
木
支
店
は
５
月
23

日
と
６
月
10
日
に
そ
れ
ぞ
れ
、
あ
い
♥
あ
い

会
員
を
対
象
に
サ
ン
ポ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
散
歩
の
よ
う
に
景
色
や
会
話

を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

　

支
店
協
同
活
動
の
一
環
で
職
員
も
参
加
。

運
動
不
足
の
解
消
と
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

体
づ
く
り
を
一
緒
に
行
い
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

2022年
7月

情 報

病
害
虫
防
除

い
も
ち
病
と
は
？

紋
枯
病
と
は
？

斑
点
米（
カ
メ
ム
シ
）

安定生産とともに、美味しい米づくりを目指しましょう！

シラホシ
カメムシ

ホソハリ
カメムシ

農 薬 名 使用量／10a 使 用 時 期

コラトップ粒剤５
（いもち病）

３～４kg 出穂30～5日前

農 薬 名 使用量／10a・希釈倍数 使用時期

スタークル
粒剤

３kg 収穫７日前
まで

使用回数等

３回以内

スタークル
液剤10

1,000倍
使用液量60～150L

収穫７日前
まで

３回以内
地上散布

フジワン粒剤
（いもち病）

３～５kg 出穂10～30日前
（収穫30日前まで）

フジワンモンカット粒剤
(いもち病・紋枯病）

３～４kg 出穂30～10日前
（収穫30日前まで）

フジワンラップ粒剤
（いもち病）

３～４kg 出穂10～30日前
（収穫30日前まで）

リンバー粒剤
（紋枯病） ３～４kg 収穫30日前まで

（カメムシ類） ４kg 収穫30日前まで

注意：粒剤は湛水状態で散布し、
　　　散布後７日間は落水等をしない！

今年は５月上旬以降の降水量は平年より少なめでしたが、気温は平年並みで、
根の活着や分げつはおおむね順調に進んでいます。

しかし５月上旬までに田植えをした水田では、低温の影響もあり、
草丈は低め、分げつはやや遅めになっているようです。

いもち病・紋枯病の薬剤

カメムシ防除の薬剤

活発な取引のようす

管
内
か
ら
は
63
頭
出
荷

６
月
期
関
子
牛
市
場
開
催
さ
れ
る

苗木支店女性部が開催したウォーキング参加者

支
店
協
同
活
動
で

サ
ン
ポ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む

Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

食
農
教
育
活
動
の
講
師
に

実習で豆腐とげんこつ飴作りを学ぶＪＡ食農リーダー

５月30日に開催された
同好会

６月３日に開催された
交流会

恵
那
地
域
女
性
部
が
交
流

朴
葉
寿
司
づ
く
り

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

水
分
と
塩
分
補
給

日
中
の
屋
外
作
業
は
控
え
て
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い
も
ち
病
防
除
対
策
と
し
て
、水
稲
苗
に
は
田

植
え
時
に
箱
施
用
剤
を
使
用
し
ま
す
が
、７
月
に

な
る
と
効
果
は
著
し
く
低
下
し
ま
す
。ま
た
、高
温

多
湿
に
な
る
こ
の
季
節
は
、紋
枯
病
が
多
発
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
出
穂
前
に
予
防
・
防
除
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
い
も
ち
病
は
菌
の
寄
生
に
よ
っ
て
生
育
期
間
の

ほ
ぼ
全
期
間
で
発
症
し
ま
す
。

　
症
状
と
し
て
は
、葉
に
病
斑
が
現
れ
、枯
れ
て
い

き
ま
す
。そ
し
て
症
状
が
ひ
ど
い
と
ほ
と
ん
ど
の

葉
が
枯
れ
、稲
穂
が
十
分
に
出
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
稲
穂
に
感
染
す
る
と「
穂
い
も
ち
」と
な
り
、

お
米
の
採
れ
る
量
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
紋
枯
病
は
カ
ビ
に
よ
っ
て
発
症
す
る
病
気
で
す
。

　
症
状
と
し
て
は
、地
際
か
ら
徐
々
に
上
の
葉
へ

枯
れ
上
が
り
茎
が
弱
く
な
り
、倒
伏
し
て
し
ま
い

ま
す
。そ
の
結
果
、お
米
が
実
ら
な
く
な
り
、収
量

が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
近
年
、カ
メ
ム
シ
に
よ
る
斑
点
米
の
被
害
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。黒
い
お
米
が
目
立
ち
、食
味
が

低
下
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
次
の
こ
と

に
取
り
組
み
、被
害
を
減
ら
し
て
美
味
し
い
お
米

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
対
策
１
】除
草

・
水
田
内
の
ヒ
エ
な
ど
イ
ネ
科
雑
草
を
除
去
す
る
。

・
畦
畔
、
休
耕
田
は
水
稲
の
出
穂
10
日
前
ま
で
に

草
刈
り
を
す
る
。

・
穂
が
出
る
直
前
は
本

田
内
に
カ
メ
ム
シ
を

呼
び
込
む
た
め
草
刈

り
を
し
な
い
。

【
対
策
２
】

農
薬
に
よ
る
防
除

　
穂
が
出
て
か
ら
７
〜

10
日
後
の
穂
が
傾
き
か

け
る
頃（
散
布
適
期
）に

行
う
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
恵
那
地
域
女
性
部
は
、
6
月

3
日
に
交
流
会
と
し
て「
季
節
の
郷
土
料
理
を
作

ろ
う
！
」を
開
催
し
郷
土
料
理
の
朴
葉
寿
司
作
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
部
員
の
交
流
と
郷
土
料
理
を
楽
し

み
受
け
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
、
昨
年
度
よ
り
開

催
。
5
月
30
日
に
は
昨
年
度
の
メ
ン
バ
ー
が
同
好

会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
担
当
者
は「
地
域
の
食
文
化
を
楽
し
み

つ
な
ぐ
恵
那
地
域
女
性
部
の
活
動
に
期
待
し
て
い

る
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
や
つ
な
が
り
が

増
え
れ
ば
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
５
月
31
日
、
本
店
で
Ｊ
Ａ

食
農
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
日
本
の
食
文
化
に
欠

か
せ
な
い
な
が
ら
も
自
給
率
の
低
い
大
豆
の
こ
と

を
、
栽
培
や
加
工
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と「
ま
め
な
か
な
運
動
」を
行
っ
て
い
ま

す
。
研
修
会
で
学
ん
だ
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
は
、
地

域
の
小
学
校
、
保
育
園
な
ど
の
希
望
に
よ
り
、
講
師

と
し
て
食
農
教
育
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
者
は「
ア
レ
ル
ギ
ー
に
気
を
付
け
臨
機
応
変

に
活
動
し
た
い
。
先
生
方
と
連
携
し
地
域
貢
献
し
た

い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

６
月
３
日
、
関
市
の
全
農
岐
阜
関
家
畜
流
通
セ
ン
タ
ー
で
６
月
期
の
子

牛
市
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
で
３
１
１
頭
、
管
内
か
ら
は
63
頭
が
出
荷
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
の

購
買
者
に
よ
り
活
発
な
取
引
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
勢
、
雌
合
わ
せ
て
の
市
場
総
平
均
価
格

は
62
万
５
，０
０
０
円（
税
抜
き
）と
な
り
ま

し
た
。（
前
年
同
月
は
66
万
６
，０
０
０
円
）

　

全
国
的
に
各
産
地
で
飼
料
高
騰
等
に
よ
る

先
行
き
不
安
感
か
ら
価
格
の
低
下
が
見
ら
れ

て
お
り
今
回
の
市
場
で
も
上
位
と
下
位
の
価

格
差
が
広
が
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
次
回
開
催
は
８
月
５
日
）

　
Ｊ
Ａ
苗
木
支
店
と
阿
木
支
店
は
５
月
23

日
と
６
月
10
日
に
そ
れ
ぞ
れ
、
あ
い
♥
あ
い

会
員
を
対
象
に
サ
ン
ポ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
散
歩
の
よ
う
に
景
色
や
会
話

を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

　

支
店
協
同
活
動
の
一
環
で
職
員
も
参
加
。

運
動
不
足
の
解
消
と
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

体
づ
く
り
を
一
緒
に
行
い
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

2022年
7月

情 報

病
害
虫
防
除

い
も
ち
病
と
は
？

紋
枯
病
と
は
？

斑
点
米（
カ
メ
ム
シ
）

安定生産とともに、美味しい米づくりを目指しましょう！

シラホシ
カメムシ

ホソハリ
カメムシ

農 薬 名 使用量／10a 使 用 時 期

コラトップ粒剤５
（いもち病）

３～４kg 出穂30～5日前

農 薬 名 使用量／10a・希釈倍数 使用時期

スタークル
粒剤

３kg 収穫７日前
まで

使用回数等

３回以内

スタークル
液剤10

1,000倍
使用液量60～150L

収穫７日前
まで

３回以内
地上散布

フジワン粒剤
（いもち病）

３～５kg 出穂10～30日前
（収穫30日前まで）

フジワンモンカット粒剤
(いもち病・紋枯病）

３～４kg 出穂30～10日前
（収穫30日前まで）

フジワンラップ粒剤
（いもち病）

３～４kg 出穂10～30日前
（収穫30日前まで）

リンバー粒剤
（紋枯病） ３～４kg 収穫30日前まで

（カメムシ類） ４kg 収穫30日前まで

注意：粒剤は湛水状態で散布し、
　　　散布後７日間は落水等をしない！

今年は５月上旬以降の降水量は平年より少なめでしたが、気温は平年並みで、
根の活着や分げつはおおむね順調に進んでいます。

しかし５月上旬までに田植えをした水田では、低温の影響もあり、
草丈は低め、分げつはやや遅めになっているようです。

いもち病・紋枯病の薬剤

カメムシ防除の薬剤

活発な取引のようす

管
内
か
ら
は
63
頭
出
荷

６
月
期
関
子
牛
市
場
開
催
さ
れ
る

苗木支店女性部が開催したウォーキング参加者

支
店
協
同
活
動
で

サ
ン
ポ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む

Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

食
農
教
育
活
動
の
講
師
に

実習で豆腐とげんこつ飴作りを学ぶＪＡ食農リーダー

５月30日に開催された
同好会

６月３日に開催された
交流会

恵
那
地
域
女
性
部
が
交
流

朴
葉
寿
司
づ
く
り

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

水
分
と
塩
分
補
給

日
中
の
屋
外
作
業
は
控
え
て



● 1415 ● JAひがしみの

主
枝
の
決
定

　
主
枝
の
側
枝
が
伸
び
て
き
た
ら
、伸
ば

す
枝
①
〜
④
を
決
め
、そ
れ
以
外
の
側
枝

は
早
め
に
取
り
除
き
ま
す
。

①
主
枝（
第
１
主
枝
）

②
１
番
花
直
下
の
側
枝（
第
２
主
枝
）           

③
①
か
ら
伸
長
し
た
側
枝（
第
３
主
枝
）

④
②
か
ら
伸
長
し
た
側
枝（
第
４
側
枝
）

誘
引
は
な
ぜ
必
要
か
？ 

　
良
品
栽
培
の
た
め
に
は
、風
に
揺
ら
れ

て
果
実
に
傷
が
つ
い
た
り
、根
の
張
り
に

影
響
し
な
い
よ
う
に
誘
引
を
し
っ
か
り
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。誘
引
ネ
ッ
ト
や
誘

引
紐
に
主
枝
・
側
枝
を
誘
引
テ
ー
プ
、紐

等
で
し
っ
か
り
止
め
ま
す
。出
荷
農
家
で

は
畑
の
周
り
に
防
風
ネ
ッ
ト
を
張
り
、防

風
対
策
も
行
い
ま
す
。６
月
号
で
紹
介
し

た
方
法
な
ど
で
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
良
い
花
の
見
分
け
方

　
長
花
柱
花
＝
雌
し

べ（
花
柱
）が
雄
し
べ

よ
り
も
長
く
突
き
出

て
い
る
花
が
正
常
で

す
。花
を
よ
く
観
察

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
雌
し
べ
が
雄
し
べ

と
同
じ
長
さ
か
短
い

状
態
の
場
合
は
栄

養
不
足
、日
照
不
足
、

高
温
な
ど
の
影
響

で
樹
勢
が
弱
っ
て

い
ま
す
。即
効
性

の
あ
る
追
肥
が
必
要
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

整
枝
・
剪
定 

　
な
す
は
生
育
旺
盛
で
す
。左
図
の
よ
う

に
整
枝
・
剪
定
を
行
う
こ
と
で
余
分
な

枝
葉
を
取
り
除
き
、日
当
た
り
を
よ
く
し
、

良
質
な
果
実
の
成
長
を
促
し
ま
す
。秋
ま

で
こ
の
整
枝
・
剪
定
を
繰
り
返
し
行
い

ま
す
。

梅
雨
時
期
の
追
肥

　

梅
雨
時
期
で
降
雨
が
あ
る
日
は
、
過
湿

に
な
る
と
病
気
の
発
生
や
助
長
が
心
配

さ
れ
る
た
め
、
潅
水
を
控
え
ま
す
。
し
か

し
、
実
を
成
長
さ
せ
る
の
に
追
肥
が
必

要
な
時
期
で
す
の
で
、
畝
の
肩
の
部
分

の
マ
ル
チ
に
穴
を
あ
け
て
粒
状
化
成
を

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
場
合
は
葉

面
散
布
を
施
し
ま
す
。葉
面
散
布
と
は
、

専
用
の
液
肥
を
霧
吹
き
な
ど
で
葉
や
生
長

点（
新
し
い
芽
）に
吹
き
か
け
る
方
法
で
す
。

＊
初
期（
５
月
）の
管
理
の
振
り
返
り

　
出
荷
農
家
に
と
っ
て
は
、初
期
か
ら
収

量
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。定
植

後
の
初
期
に
朝
晩
の
寒
さ
で
生
育
が
遅
れ

気
味
の
時
は
、ま
だ
根
が
十
分
に
発
達
し

て
い
な
い
の
で
葉
面
散
布
で
活
力
を
与
え

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　ＪＡひがしみのでは、「高齢のために農作業ができない」「広い農地を管理できない」など
の理由でお困りの地域の方から農作業の委託を引き受けています。農作業は㈲サポート
ひがしみののスタッフが行います。最寄りの支店・営業所にご相談ください。

　当JAではトビイロウンカに効果のある農薬を育苗センター
にて散布しますが、後半にかけて薬剤効果が薄れてきますの
で、後半以降に効果のある薬剤の散布をしましょう。
　農薬注文に関してはお近くのアグリセンター、グリーンセン
ターへお問い合わせください。

　近年、西日本を中心にイネの坪枯れ被害をもたらしているトビ
イロウンカ。令和３年度は管内では被害は報告されていませんが、
安定した収量確保へ向け、必要に応じて早めの防除を行いましょう。

　農繁期に農機の盗難が多発してい
ます。令和３年度の１月から８月ま
での全国の盗難被害件数は２１５件。
前年同期比で７０件も増加しています。

2022年
7月

主
枝
の
決
定
、

整
枝
・
剪
定
で
す

今
月
は

※
株
間
が
広
め
な
ら
⑤
⑥
の
側
枝
を
伸
ば
し
て
６

本
仕
立
て
に
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

第1わき芽を
残す

わき芽を
伸ばす

孫枝の花が
咲いたら
①で摘心

花

花

花の上の1葉を
残して摘心①

①

側枝 側枝

第2、第3
わき芽はとる
（葉は残す）

わき芽を
とる
（葉は残す）

側枝の葉が大きくなって
きたら本葉①はとる

果実収穫時に②で剪定
孫枝の葉が大きくなったら
役目を終えた③をとる

孫枝

主枝

③
②

第1果
（1番花）

トル

花
（第2果）

①②

③

④ ⑤

⑥

ち
ょ
う 

か 

ち
ゅ
う 

か

よ
う
め
ん
さ
ん  

ぷ

長花柱花短花柱花

雌しべが長い雌しべが短い

①農機を畑に置きっぱなし
にしない
　②エンジンキーは必ず抜く
　③ハンドロックをつけ倉庫
を施錠する

「今まで大丈夫だったから」の
思い込みは捨て、大切な農機を
守りましょう！

農機を守るための
３か条

農機の盗難に注意！農作業を引き受けています

トビイロウンカの早めの防除を！！

令和４年度  農作業委託料金
作　業

水　稲

大　豆

そ　ば
他

水　稲

大　豆

そ　ば
飼料稲

水　稲

春
作
業

秋
作
業

秋
冬
作
業

作 業 名

耕起（ロータリー）
荒掻（ロータリー）
代掻き
荒掻き・代掻きセット
側条田植え
普通田植え
畦塗り
播種・除草剤散布
耕　起
中耕除草
播　種
草　刈

コンバイン

堆肥散布
土改剤散布
フレールモアー

刈 取（汎用）

刈 取（汎用）
ロールベイラー

耕起１回

ドライブハロー１回
セット料金設定

田植えのみ
１ｍ当たり

播種直前

1名1時間当り
倒伏10%～30%
割増 湿田10%～30%
割増 雑草10%～30%割増

団地等が条件 (１ha以上)
団地等が条件 (１ha以上)
荒廃地草刈

資材は別

7,751
7,751
9,432
13,200
11,000
8,902
117

14,300
3,300
6,600
8,800

8,800
8,800
10,368
14,667
12,151
10,155
117

15,400
4,400
7,700
9,900

10,480
10,480
12,568
15,716
13,618
11,520
168

16,500
4,400
8,800
9,900

1,680

19,800 22,000 29,333

2,098
2,098
8,800

2,098
9,432

2,414
11,000

16,500

11,000

17,600

11,520

18,700

12,568
5,236

15ａ以上 15ａ未満
10ａ以上 10ａ未満 備　　考

単位：円（税込）

募集対象

開催日時
集合場所

見 学 先

・参加者はマスクの着用と手指消毒等へのご協力を
お願いいたします。
・新型コロナ感染症の拡大状況により中止や内容が
変更になる場合があります。
・土壌病害対策の為、普段、自宅の畑ではいている
靴をはいてこないようお願いします。

JAひがしみの

ＪＡへの出荷に向けたなす栽培に興味のある
方で、ＪＡひがしみの管内（中津川市、恵那市）に
お住まいの方
令和４年８月３０日（火） 午前９時30分（集合）
ＪＡひがしみの本店　中津川市茄子川1646 -19
※ＪＡ車両に乗り合わせて出発する予定です。

飛騨美濃特産名人（なす栽培）の畑および新規
栽培者の畑（３Ｓ栽培実施）

内 容

申 込 先

栽培の様子見学、なす栽培の魅力や
ＪＡ管内の栽培状況等について
ＪＡひがしみの 営農部 販売戦略指導課
電話 ０５７３-７８-０１３７

※当ＪＡの育苗センターの水稲苗には箱施用剤が使用してあります。

管内の坪枯れ発生圃場 トビイロウンカ成虫

品　種

コシヒカリ
あきたこまち

あさひの夢
晩生品種

５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月
【移植】

【移植】 【収穫】

【出穂】

【出穂】

【収穫】
10 月

ウ
ン
カ
防
除

ウ
ン
カ
防
除

◆箱施用剤（殺虫・殺菌）

◆箱施用剤（殺虫・殺菌）

トビイロウンカの防除時期目安としては下記の通りです。

スリーエス

なす太郎のポイント
指南読者の皆さんも

ぜひ！

雄しべ雄しべ
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主
枝
の
側
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が
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ら
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す
枝
①
〜
④
を
決
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、そ
れ
以
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の
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枝

は
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め
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。

①
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花
直
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の
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２
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①
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し
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②
か
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し
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４
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誘
引
は
な
ぜ
必
要
か
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良
品
栽
培
の
た
め
に
は
、風
に
揺
ら
れ

て
果
実
に
傷
が
つ
い
た
り
、根
の
張
り
に

影
響
し
な
い
よ
う
に
誘
引
を
し
っ
か
り
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。誘
引
ネ
ッ
ト
や
誘

引
紐
に
主
枝
・
側
枝
を
誘
引
テ
ー
プ
、紐

等
で
し
っ
か
り
止
め
ま
す
。出
荷
農
家
で

は
畑
の
周
り
に
防
風
ネ
ッ
ト
を
張
り
、防

風
対
策
も
行
い
ま
す
。６
月
号
で
紹
介
し

た
方
法
な
ど
で
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
良
い
花
の
見
分
け
方

　
長
花
柱
花
＝
雌
し

べ（
花
柱
）が
雄
し
べ

よ
り
も
長
く
突
き
出

て
い
る
花
が
正
常
で

す
。花
を
よ
く
観
察

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
雌
し
べ
が
雄
し
べ

と
同
じ
長
さ
か
短
い

状
態
の
場
合
は
栄

養
不
足
、日
照
不
足
、

高
温
な
ど
の
影
響

で
樹
勢
が
弱
っ
て

い
ま
す
。即
効
性

の
あ
る
追
肥
が
必
要
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

整
枝
・
剪
定 

　
な
す
は
生
育
旺
盛
で
す
。左
図
の
よ
う

に
整
枝
・
剪
定
を
行
う
こ
と
で
余
分
な

枝
葉
を
取
り
除
き
、日
当
た
り
を
よ
く
し
、

良
質
な
果
実
の
成
長
を
促
し
ま
す
。秋
ま

で
こ
の
整
枝
・
剪
定
を
繰
り
返
し
行
い

ま
す
。

梅
雨
時
期
の
追
肥

　

梅
雨
時
期
で
降
雨
が
あ
る
日
は
、
過
湿

に
な
る
と
病
気
の
発
生
や
助
長
が
心
配

さ
れ
る
た
め
、
潅
水
を
控
え
ま
す
。
し
か

し
、
実
を
成
長
さ
せ
る
の
に
追
肥
が
必

要
な
時
期
で
す
の
で
、
畝
の
肩
の
部
分

の
マ
ル
チ
に
穴
を
あ
け
て
粒
状
化
成
を

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
場
合
は
葉

面
散
布
を
施
し
ま
す
。葉
面
散
布
と
は
、

専
用
の
液
肥
を
霧
吹
き
な
ど
で
葉
や
生
長

点（
新
し
い
芽
）に
吹
き
か
け
る
方
法
で
す
。

＊
初
期（
５
月
）の
管
理
の
振
り
返
り

　
出
荷
農
家
に
と
っ
て
は
、初
期
か
ら
収

量
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。定
植

後
の
初
期
に
朝
晩
の
寒
さ
で
生
育
が
遅
れ

気
味
の
時
は
、ま
だ
根
が
十
分
に
発
達
し

て
い
な
い
の
で
葉
面
散
布
で
活
力
を
与
え

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　ＪＡひがしみのでは、「高齢のために農作業ができない」「広い農地を管理できない」など
の理由でお困りの地域の方から農作業の委託を引き受けています。農作業は㈲サポート
ひがしみののスタッフが行います。最寄りの支店・営業所にご相談ください。

　当JAではトビイロウンカに効果のある農薬を育苗センター
にて散布しますが、後半にかけて薬剤効果が薄れてきますの
で、後半以降に効果のある薬剤の散布をしましょう。
　農薬注文に関してはお近くのアグリセンター、グリーンセン
ターへお問い合わせください。

　近年、西日本を中心にイネの坪枯れ被害をもたらしているトビ
イロウンカ。令和３年度は管内では被害は報告されていませんが、
安定した収量確保へ向け、必要に応じて早めの防除を行いましょう。

　農繁期に農機の盗難が多発してい
ます。令和３年度の１月から８月ま
での全国の盗難被害件数は２１５件。
前年同期比で７０件も増加しています。

2022年
7月

主
枝
の
決
定
、

整
枝
・
剪
定
で
す

今
月
は

※
株
間
が
広
め
な
ら
⑤
⑥
の
側
枝
を
伸
ば
し
て
６

本
仕
立
て
に
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

第1わき芽を
残す

わき芽を
伸ばす

孫枝の花が
咲いたら
①で摘心

花

花

花の上の1葉を
残して摘心①

①

側枝 側枝

第2、第3
わき芽はとる
（葉は残す）

わき芽を
とる
（葉は残す）

側枝の葉が大きくなって
きたら本葉①はとる

果実収穫時に②で剪定
孫枝の葉が大きくなったら
役目を終えた③をとる

孫枝

主枝

③
②

第1果
（1番花）

トル

花
（第2果）

①②

③

④ ⑤

⑥

ち
ょ
う 

か 

ち
ゅ
う 

か

よ
う
め
ん
さ
ん  

ぷ

長花柱花短花柱花

雌しべが長い雌しべが短い

①農機を畑に置きっぱなし
にしない
　②エンジンキーは必ず抜く
　③ハンドロックをつけ倉庫
を施錠する

「今まで大丈夫だったから」の
思い込みは捨て、大切な農機を
守りましょう！

農機を守るための
３か条

農機の盗難に注意！農作業を引き受けています

トビイロウンカの早めの防除を！！

令和４年度  農作業委託料金
作　業

水　稲

大　豆

そ　ば
他

水　稲

大　豆

そ　ば
飼料稲

水　稲

春
作
業

秋
作
業

秋
冬
作
業

作 業 名

耕起（ロータリー）
荒掻（ロータリー）
代掻き
荒掻き・代掻きセット
側条田植え
普通田植え
畦塗り
播種・除草剤散布
耕　起
中耕除草
播　種
草　刈

コンバイン

堆肥散布
土改剤散布
フレールモアー

刈 取（汎用）

刈 取（汎用）
ロールベイラー

耕起１回

ドライブハロー１回
セット料金設定

田植えのみ
１ｍ当たり

播種直前

1名1時間当り
倒伏10%～30%
割増 湿田10%～30%
割増 雑草10%～30%割増

団地等が条件 (１ha以上)
団地等が条件 (１ha以上)
荒廃地草刈

資材は別

7,751
7,751
9,432
13,200
11,000
8,902
117

14,300
3,300
6,600
8,800

8,800
8,800
10,368
14,667
12,151
10,155
117

15,400
4,400
7,700
9,900

10,480
10,480
12,568
15,716
13,618
11,520
168

16,500
4,400
8,800
9,900

1,680

19,800 22,000 29,333

2,098
2,098
8,800

2,098
9,432

2,414
11,000

16,500

11,000

17,600

11,520

18,700

12,568
5,236

15ａ以上 15ａ未満
10ａ以上 10ａ未満 備　　考

単位：円（税込）

募集対象

開催日時
集合場所

見 学 先

・参加者はマスクの着用と手指消毒等へのご協力を
お願いいたします。
・新型コロナ感染症の拡大状況により中止や内容が
変更になる場合があります。
・土壌病害対策の為、普段、自宅の畑ではいている
靴をはいてこないようお願いします。

JAひがしみの

ＪＡへの出荷に向けたなす栽培に興味のある
方で、ＪＡひがしみの管内（中津川市、恵那市）に
お住まいの方
令和４年８月３０日（火） 午前９時30分（集合）
ＪＡひがしみの本店　中津川市茄子川1646 -19
※ＪＡ車両に乗り合わせて出発する予定です。

飛騨美濃特産名人（なす栽培）の畑および新規
栽培者の畑（３Ｓ栽培実施）

内 容

申 込 先

栽培の様子見学、なす栽培の魅力や
ＪＡ管内の栽培状況等について
ＪＡひがしみの 営農部 販売戦略指導課
電話 ０５７３-７８-０１３７

※当ＪＡの育苗センターの水稲苗には箱施用剤が使用してあります。

管内の坪枯れ発生圃場 トビイロウンカ成虫

品　種

コシヒカリ
あきたこまち

あさひの夢
晩生品種

５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月
【移植】

【移植】 【収穫】

【出穂】

【出穂】

【収穫】
10 月

ウ
ン
カ
防
除

ウ
ン
カ
防
除

◆箱施用剤（殺虫・殺菌）

◆箱施用剤（殺虫・殺菌）

トビイロウンカの防除時期目安としては下記の通りです。

スリーエス

なす太郎のポイント
指南読者の皆さんも

ぜひ！

雄しべ雄しべ
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・点検整備済み、全農機械センターの在庫となります。
　お問い合わせは各農機センターまでお願いいたします。

クボタ コンバイン

ER211
型式

価 格

550,000（税込）円

クボタ トラクター

KT210
2条刈、11馬力、
ホッパー仕様

21馬力、クイックヒッチロータリー(RL151T)
サンバイザー付き、水深AD倍速、
バックアップ、99時間

型式

価 格 1,300,000（税込）円

■応募資格　年齢、性別等問わず、どなたでも応募できます。
■応募方法　ＪＡ各支店・営業所の窓口にあります「応募用紙」を記入の上作品の裏に張り付けてご提出ください。
■サ イ ズ　・四つ切り、四つ切りワイド、Ａ４のいずれか。
　　　　　　  （横位置で、令和３年１月１日以降に撮影した未発表の作品に限ります）。
　　　　　　・作品には応募用紙（自作可）を必ず貼り付けてください。
■応募点数　お１人様４点までとします。
■応 募 先　ＪＡひがしみの　本店　総合企画部 組織広報課　宛
　　　　　　〒509-9132  中津川市茄子川1646-19　℡ 0573-78-0124  
■応募締切　令和４年８月末日（消印有効）
■採用点数　各月１作品及び表紙作品数点
■　 賞　 　採用作品（各月）ＪＡ商品券１万円分、（表紙）ＪＡ商品券５千円分
■発　　表　令和４年９月下旬、入賞者に直接通知及び、広報誌において発表します。
■そ の 他 
・応募作品の著作権は応募者に帰属しますが、使用権は主催者も有し、ＪＡの広報や宣伝等の目的で、新聞・
雑誌・インターネット・各種印刷物など、無償で使用させていただく場合があります。
・被写体の肖像権など、他者の権利を含む著作権を使用する場合は、必ず権利者へ事前の使用許諾・承認を受けた上でご応募下さい。

●中津川農機センター　ＴＥＬ０５７３-６２-０２２０
●恵那農機センター　ＴＥＬ０５７３-２６-４１３５

●恵南農機センター　ＴＥＬ０５７３-５６-２６２２ 
●恵那北農機センター　ＴＥＬ０５７３-７２-２０３９

中古農機情報中古農機情報特選

下記ＱＲコード
から中古農機
情報が閲覧で
きます。

　くらしの宅配便は、食料品から日用品までが
通販で購入できるＪＡのサービスです。カタログ
通販とインターネットでのご注文どちらもできま
す。カタログは各支店窓口で、インターネットは
左記ＱＲコードからご覧ください。

くらしの宅配便

エーコープ
なす漬の素

エーコープ
きゅうり漬の素
（ごましょうゆ味）

なす4本を
8回分

きゅうり3本を
6回分

動画で使い方 動画で使い方

今月の１品

くわしくは、
ＪＡ窓口・渉外担当者に
お問い合わせ下さい。

ハンドル付き
ステンレスカップ
２Pセット

●新規ご契約：期間1年／個人の方に限ります。
　原則貯金振替・継続契約は不可とします。
●ご契約金額：20万円以上1,000万円未満まで

●掛金1万円以上の新規・継続でご契約3年以上の方に

●新規ご契約の方、及び当JAを
　キャンペーン期間中に指定された方

○重複商品の契約でも、お一人様につき、1セット限りとさせていただきます。
○プレゼントのデザインは若干変更する場合があります。
○プレゼントは数に限りがございますので、お早めにお申込みください。

JAカード、JAローン
給与振込・年金振込指定の方
﹈
約
契
象
対
﹇

繰り返し使えて脱プラスチック！
容量220㎖の手軽なサイズの
　MYカップ2個セット
　ステンレス断熱二層構造の
　　プラスチックハンドル付き

期間中キャンペーン、対象商品をご契約いただいた方

先着2,000名様にプレゼント！

Ⓒよりぞう

　ＪＡひがしみのでは「東美濃の四季」をテーマに管内の皆さまから写真を募集し、毎年オリジナル
カレンダーを制作しています。自慢の１枚をぜひご応募下さい！

２０２3年版 オリジナルカレンダー写真募集 8月末〆切！

●お預け入れ条件
○原則新規のご契約に限
らせていただきます。な
お、詳細は窓口にてお
問い合わせ下さい。
　（当JAの貯金振替による
ご契約は取扱いいたしま
せんのでご了承下さい。）
○金利環境等の変化によ
り、条件の変更やお取
扱いを中止させていた
だく場合がございます。
○キャンペーン金利は、
満期日までといたします。
自動継続後の金利は継
続時の店頭表示金利を
適用いたします。
○キャンペーン金利適用
期間中に中途解約され
た場合は、当JA所定の
中途解約利率を適用い
たします。
○ATMでのご契約は対象
外となります。
○今回のキャンペーン特
典は、当JAの他のキャン
ペーン特典と重複で適
用はしないものとします。
○本キャンペーンの定期
貯金は貯金保険制度の
対象であり、同保険の
範囲内で保護されます。
○お利息には、20.315%
（国税15.315%、地方税
5%）の分離課税がかか
ります。

令和4年6月6日（月）～令和4年8月17日（水）令和4年6月6日（月）～令和4年8月17日（水）期間

岐阜県内産特産品
プレゼント！

合計２００名様に当たる抽選券を
20万円以上につき、10万円超毎に１枚進呈！！

※写真はイメージです。

東美濃管内産トマト
（4㎏）

東美濃管内産トマト
（4㎏）

えな
コシヒカリ
（5㎏）

えな
コシヒカリ
（5㎏）

飛騨旨豚
（ローススライス500g)

飛騨旨豚
（ローススライス500g)

ひるがのミルクプリン
・ヨーグルト詰合わせ
ひるがのミルクプリン
・ヨーグルト詰合わせ

岐阜県内産特産品から各５０品の
いずれかが合計２００名様に当たる！！

※❶～❻は新規契約および既存の契約者を含みます。

●抽選日：令和４年８月１９日（金）
※ご当選者様の発表は厳正なる抽選の上、賞品の発送をもって
　かえさせていただきます。
※抽選結果は、９月号広報誌にて当選番号を掲載します。

●新規ご契約：期間1年／個人の方に限ります。
　　　　　　　原則貯金振替・継続契約は不可とします。
●ご契約金額：２０万円以上１,０００万円未満まで

年
１年

（税引後0.023%）

年
１年

２０万円以上の
新規ご契約の方に

上記定期貯金のご契約の際
❶組合員の方　❷年金、給与振込のJA口座指定の方
❸JAネットバンクをご契約の方　❹JAカードご契約の方
❺JAローンをご利用の方
❻公共料金（電気・ガス・水道・電話）のJA口座引落指定
　の方のいずれかに該当される方は

に金利アップ
します。

（税引後0.047%）

抽
選
で

定期貯金

ふくらむ夢、輝く未来！ 
あなたの を応援します。

※当JAで年金受給者の方は、年金受給月の掛込
（2万円×18回以上で3年以上）も可

掛金1万円以上の新規・継続で
ご契約3年以上の方に

店頭
金利の5倍！5倍！に

金利アップ
します。

定期積金
定期貯金

定期積金
プレゼント！

JA共済とつながる、新サービス
JA共済アプリ・Webマイページをはじめてみませんか？

生命総合共済や
建物更生共済等に
ご加入のみなさまへ

※９月１３日、２０日の受付開始は午前９時からとなりますのでよろしく
お願いいたします。
新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては中止もしくは延期となる
場合があります。ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

■お申込み期間
９月健診分　令和４年７月１９日（火）～８月１２日（金）
11月健診分　令和４年９月１２日（月）～１０月１４日（金）

■お問い合わせ先
ＪＡひがしみの本店　総合企画部　組織広報課
TEL ０５７３-７８-０１２４

「生活習慣病健診」を行います「生活習慣病健診」を行います
～ぜひ受診してください～

【健診日・会場】

【受付時間】 午前8時30分～午前11時まで

９月１３日（火） 中野方コミュニティセンター

９月１４日（水） ＪＡ飯地連絡所

９月１６日（金） サポートひがしみの（旧ＪＡ東野営業所）

９月２０日（火） 笠置コミュニティセンター
１１月１５日（火）
１１月１６日（水） ＪＡ恵南アグリセンター

１１月２２日（火）
１１月２４日（木） サポートひがしみの（旧ＪＡ東野営業所）

※

※

♫

♪
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・点検整備済み、全農機械センターの在庫となります。
　お問い合わせは各農機センターまでお願いいたします。

クボタ コンバイン

ER211
型式

価 格

550,000（税込）円

クボタ トラクター

KT210
2条刈、11馬力、
ホッパー仕様

21馬力、クイックヒッチロータリー(RL151T)
サンバイザー付き、水深AD倍速、
バックアップ、99時間

型式

価 格 1,300,000（税込）円

■応募資格　年齢、性別等問わず、どなたでも応募できます。
■応募方法　ＪＡ各支店・営業所の窓口にあります「応募用紙」を記入の上作品の裏に張り付けてご提出ください。
■サ イ ズ　・四つ切り、四つ切りワイド、Ａ４のいずれか。
　　　　　　  （横位置で、令和３年１月１日以降に撮影した未発表の作品に限ります）。
　　　　　　・作品には応募用紙（自作可）を必ず貼り付けてください。
■応募点数　お１人様４点までとします。
■応 募 先　ＪＡひがしみの　本店　総合企画部 組織広報課　宛
　　　　　　〒509-9132  中津川市茄子川1646-19　℡ 0573-78-0124  
■応募締切　令和４年８月末日（消印有効）
■採用点数　各月１作品及び表紙作品数点
■　 賞　 　採用作品（各月）ＪＡ商品券１万円分、（表紙）ＪＡ商品券５千円分
■発　　表　令和４年９月下旬、入賞者に直接通知及び、広報誌において発表します。
■そ の 他 
・応募作品の著作権は応募者に帰属しますが、使用権は主催者も有し、ＪＡの広報や宣伝等の目的で、新聞・
雑誌・インターネット・各種印刷物など、無償で使用させていただく場合があります。
・被写体の肖像権など、他者の権利を含む著作権を使用する場合は、必ず権利者へ事前の使用許諾・承認を受けた上でご応募下さい。

●中津川農機センター　ＴＥＬ０５７３-６２-０２２０
●恵那農機センター　ＴＥＬ０５７３-２６-４１３５

●恵南農機センター　ＴＥＬ０５７３-５６-２６２２ 
●恵那北農機センター　ＴＥＬ０５７３-７２-２０３９

中古農機情報中古農機情報特選

下記ＱＲコード
から中古農機
情報が閲覧で
きます。

　くらしの宅配便は、食料品から日用品までが
通販で購入できるＪＡのサービスです。カタログ
通販とインターネットでのご注文どちらもできま
す。カタログは各支店窓口で、インターネットは
左記ＱＲコードからご覧ください。

くらしの宅配便

エーコープ
なす漬の素

エーコープ
きゅうり漬の素
（ごましょうゆ味）

なす4本を
8回分

きゅうり3本を
6回分

動画で使い方 動画で使い方

今月の１品

くわしくは、
ＪＡ窓口・渉外担当者に
お問い合わせ下さい。

ハンドル付き
ステンレスカップ
２Pセット

●新規ご契約：期間1年／個人の方に限ります。
　原則貯金振替・継続契約は不可とします。
●ご契約金額：20万円以上1,000万円未満まで

●掛金1万円以上の新規・継続でご契約3年以上の方に

●新規ご契約の方、及び当JAを
　キャンペーン期間中に指定された方

○重複商品の契約でも、お一人様につき、1セット限りとさせていただきます。
○プレゼントのデザインは若干変更する場合があります。
○プレゼントは数に限りがございますので、お早めにお申込みください。

JAカード、JAローン
給与振込・年金振込指定の方
﹈
約
契
象
対
﹇

繰り返し使えて脱プラスチック！
容量220㎖の手軽なサイズの
　MYカップ2個セット
　ステンレス断熱二層構造の
　　プラスチックハンドル付き

期間中キャンペーン、対象商品をご契約いただいた方

先着2,000名様にプレゼント！

Ⓒよりぞう

　ＪＡひがしみのでは「東美濃の四季」をテーマに管内の皆さまから写真を募集し、毎年オリジナル
カレンダーを制作しています。自慢の１枚をぜひご応募下さい！

２０２3年版 オリジナルカレンダー写真募集 8月末〆切！

●お預け入れ条件
○原則新規のご契約に限
らせていただきます。な
お、詳細は窓口にてお
問い合わせ下さい。
　（当JAの貯金振替による
ご契約は取扱いいたしま
せんのでご了承下さい。）
○金利環境等の変化によ
り、条件の変更やお取
扱いを中止させていた
だく場合がございます。
○キャンペーン金利は、
満期日までといたします。
自動継続後の金利は継
続時の店頭表示金利を
適用いたします。
○キャンペーン金利適用
期間中に中途解約され
た場合は、当JA所定の
中途解約利率を適用い
たします。
○ATMでのご契約は対象
外となります。
○今回のキャンペーン特
典は、当JAの他のキャン
ペーン特典と重複で適
用はしないものとします。
○本キャンペーンの定期
貯金は貯金保険制度の
対象であり、同保険の
範囲内で保護されます。
○お利息には、20.315%
（国税15.315%、地方税
5%）の分離課税がかか
ります。

令和4年6月6日（月）～令和4年8月17日（水）令和4年6月6日（月）～令和4年8月17日（水）期間

岐阜県内産特産品
プレゼント！

合計２００名様に当たる抽選券を
20万円以上につき、10万円超毎に１枚進呈！！

※写真はイメージです。

東美濃管内産トマト
（4㎏）

東美濃管内産トマト
（4㎏）

えな
コシヒカリ
（5㎏）

えな
コシヒカリ
（5㎏）

飛騨旨豚
（ローススライス500g)

飛騨旨豚
（ローススライス500g)

ひるがのミルクプリン
・ヨーグルト詰合わせ
ひるがのミルクプリン
・ヨーグルト詰合わせ

岐阜県内産特産品から各５０品の
いずれかが合計２００名様に当たる！！

※❶～❻は新規契約および既存の契約者を含みます。

●抽選日：令和４年８月１９日（金）
※ご当選者様の発表は厳正なる抽選の上、賞品の発送をもって
　かえさせていただきます。
※抽選結果は、９月号広報誌にて当選番号を掲載します。

●新規ご契約：期間1年／個人の方に限ります。
　　　　　　　原則貯金振替・継続契約は不可とします。
●ご契約金額：２０万円以上１,０００万円未満まで

年
１年

（税引後0.023%）

年
１年

２０万円以上の
新規ご契約の方に

上記定期貯金のご契約の際
❶組合員の方　❷年金、給与振込のJA口座指定の方
❸JAネットバンクをご契約の方　❹JAカードご契約の方
❺JAローンをご利用の方
❻公共料金（電気・ガス・水道・電話）のJA口座引落指定
　の方のいずれかに該当される方は

に金利アップ
します。

（税引後0.047%）

抽
選
で

定期貯金

ふくらむ夢、輝く未来！ 
あなたの を応援します。

※当JAで年金受給者の方は、年金受給月の掛込
（2万円×18回以上で3年以上）も可

掛金1万円以上の新規・継続で
ご契約3年以上の方に

店頭
金利の5倍！5倍！に

金利アップ
します。

定期積金
定期貯金

定期積金
プレゼント！

JA共済とつながる、新サービス
JA共済アプリ・Webマイページをはじめてみませんか？

生命総合共済や
建物更生共済等に
ご加入のみなさまへ

※９月１３日、２０日の受付開始は午前９時からとなりますのでよろしく
お願いいたします。
新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては中止もしくは延期となる
場合があります。ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

■お申込み期間
９月健診分　令和４年７月１９日（火）～８月１２日（金）
11月健診分　令和４年９月１２日（月）～１０月１４日（金）

■お問い合わせ先
ＪＡひがしみの本店　総合企画部　組織広報課
TEL ０５７３-７８-０１２４

「生活習慣病健診」を行います「生活習慣病健診」を行います
～ぜひ受診してください～

【健診日・会場】

【受付時間】 午前8時30分～午前11時まで

９月１３日（火） 中野方コミュニティセンター

９月１４日（水） ＪＡ飯地連絡所

９月１６日（金） サポートひがしみの（旧ＪＡ東野営業所）

９月２０日（火） 笠置コミュニティセンター
１１月１５日（火）
１１月１６日（水） ＪＡ恵南アグリセンター

１１月２２日（火）
１１月２４日（木） サポートひがしみの（旧ＪＡ東野営業所）

※

※

♫

♪
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（応募総数89通）

　豊かな里山の風景を楽しめるブルーベリー
農園“ブルーベリーの丘ホピ”を経営している
足立さん夫妻。夫の正博さんは５７歳の時に以
前から興味があった農業を始めるために旅行
会社を早期退職し、父親から引き継いだ水田
の一部をブルーベリー畑にしました。

　２０１６年に“ブルーベリーの丘ホピ”を開園。6月下旬からブルーベリー狩りができ、
カフェやガーデンテラスではゆったりと過ごす時間を楽しめます。
　「夫は外仕事、私は中仕事を分担しています」と話す妻の智子さんは前職の経験を
活かしカフェや食事、ＰＲなどを担当。正博さんはＤＩＹで通路やガーデンテラス、ピザ窯
を建てたり冬は自ら薪の切り出しも行います。
　前職を活かしお客さん目線で農園を今も進化させているお２人は「アイデアを出し
合ってお客さんが ‘わぁっ’と喜んでくれるものを増やしていきたい」と話しています。

　上矢作町の自然の中で目一杯遊ぶのは中根
さんの４兄弟。周りに近い年齢のお友達の家が
無いため、遊ぶときはいつも兄弟一緒。家の周
りにいくつか秘密基地を作ってお菓子をこっそり
持ち込み遊ぶそうです。
　ご両親の教育方針は“やりたいことはとことん
させる！”。長男の蒼粋くんは少年野球に所属して４番バッター。長女の詩ちゃんはピアノ
とダンスを習っています。次男の暖心くんは最近バレーボールを習い始めました。
　次女の乙ちゃんが持っているのはお気に入りのクマのぬいぐるみの「くまちゃん」。
寝る時などいつも一緒です。
　しっかり者の蒼粋くんは下の兄弟の面倒をよく見ます。そのため他の兄弟は蒼粋くん
のことが大好き。家にいないと元気がなくなるほどです。ご両親は「健康で兄弟がずっと
仲良く、いろんなことを経験してやりたいことを見つけてほしい」と願っています。

［問題］二重マスの文字をA～Eの順に
　　　 並べてできる言葉は何でしょうか？

■応募締切日
令和４年７月２５日（月）　
■賞品
正解者の中から抽選で
5名様に「農協全国商品
券（1,000円分）」を
プレゼント

■応募要領
ハガキに、①クイズの答え ②郵便番号・住所 ③氏名 ④年齢 ⑤職業 
⑥電話番号 ⑦今月号で良かったところ ⑧ＪＡまたは広報誌に対する
意見・要望などをご記入の上、下記までお寄せ下さい。
※読者の皆様からいただいたお便りの個人情報は、当選者へのプレゼント発送に利用させていただきます。
　また、お便りの内容を紙面に紹介する際は、地区とイニシャルを掲載させていただく場合があります。

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの 本店 総合企画部 組織広報課
〈E-mail〉koho@ja-higashimino.gjadc.jp

①７月の第３月曜日はーの日。国民
の祝日です

②お遍路さんが巡ります
③ムチとの使い分けが大切
④開くと花が咲きます
⑤そうめんをゆでている途中に入れる
人もいます
⑦泳げない人の強い味方
⑨夏の土用のーの日にはウナギを
食べると良いといわれます
⑪輪島や呼子のものが有名
⑬蚕の繭から作る繊維
⑮鉄がさびるのはこの化学変化による
ものです
⑰京都の夏を彩るー祭
⑲酔うとこの猛獣になる人も
㉑１-１＝

①前の反対側
③梅雨が明ければ夏本番。
　ーが増します
⑥神社で神事に奉仕する女性
⑦土用干しをする漬物
⑧窒素（78％）、酸素（21％）などが
含まれます
⑩音を聞き取る器官
⑫波ーを上げて船が進む
⑭七夕飾りや短冊をつるします
⑯カブトムシが集まる木の一つ
⑱歌謡曲などの前奏のこと
⑳唱歌『夏の思い出』の歌詞に出て
くる地名
㉒継続はーなり
㉓列車を走らせるために敷きます

■ヨコのカギ ■タテのカギ

■6月号の答え
ラベンダー　
■クイズ当選者
杉浦　 嘉彦 さん
桂川　 順子 さん
林　　 栄子 さん
奥田 ふさ子 さん
渡邉 　和美 さん※Eメールでもご応募を

　受け付けています。

あい♥あい会員のふれあいプチセミナーが６月から各地でスタートしました。第１回目は「クラフトかごにデコナップ」で、大変好評でした。
７、８月に陶芸、１１月は正月の水引飾り、12月に簡単スイーツを予定しています。興味のある方は下記までお問い合わせください。
ＪＡひがしみの本店　組織広報課
℡0573-78-0124

お客さんが楽しんで
過ごせるように

恵那市三郷町

足立 正博さん（65）
　　 智子さん（61）

のびのびと
やりたいことに挑戦

恵那市上矢作町

中根 蒼粋 くん（12）
　　　詩 ちゃん（９）
　　 暖心 くん（７）
　　　乙 ちゃん（３）

そう　き

うた

はる さね

おと

そう き うた

はる さね

おと

今日も
二 人 三 脚

あい♥あい会員で元小学校教

諭の林絹子さん（中津川市蛭

川）が7月19日（火）正午～29日

（金）正午にＪＡ本店ロビーで水

彩画の作品展を開きます。

幼い頃から絵が好きだった林さ

んは地元の日本画家大山錦子

さんに師事して基礎を学び、グ

ループ展などに出展。第一線を

退いてからは、ハガキ絵を楽し

んでいます。今回は動植物の絵

や静物画、初孫をモチーフにし

たハガキ絵などを展示します。

地域のサロンにたんぽぽの会の「たんぽぽ劇団」に来てもらいました。読み語り劇や手遊びなど楽しい時間が過ごせました。ありがとうございました！

作品を紹介する中川さん

ＪＡ助けあい組織の
皆さんが活躍して
いるんですね！

癒しの水彩画
ぜひご覧ください

谷口きよこさんのデリカビーズ遺作
展をＪＡひがしみの本店ロビーで６月
中旬に開催しました。谷口さんは１９
８６年に名古屋のデリカビーズ教室に
通い講師の資格を取得。亡くなるま
での３６年間に約１０００点もの作品を
残しました。谷口さんの娘であい♥
あい会員の中川典子さん（中津川市）
が作品展を企画しました。

ＪＡひがしみの女性部中津川市千旦林  Ｎさん

美しいブローチやタペストリー、
造花などビーズとは思えない
大きな作品も素敵でした！
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　豊かな里山の風景を楽しめるブルーベリー
農園“ブルーベリーの丘ホピ”を経営している
足立さん夫妻。夫の正博さんは５７歳の時に以
前から興味があった農業を始めるために旅行
会社を早期退職し、父親から引き継いだ水田
の一部をブルーベリー畑にしました。

　２０１６年に“ブルーベリーの丘ホピ”を開園。6月下旬からブルーベリー狩りができ、
カフェやガーデンテラスではゆったりと過ごす時間を楽しめます。
　「夫は外仕事、私は中仕事を分担しています」と話す妻の智子さんは前職の経験を
活かしカフェや食事、ＰＲなどを担当。正博さんはＤＩＹで通路やガーデンテラス、ピザ窯
を建てたり冬は自ら薪の切り出しも行います。
　前職を活かしお客さん目線で農園を今も進化させているお２人は「アイデアを出し
合ってお客さんが ‘わぁっ’と喜んでくれるものを増やしていきたい」と話しています。

　上矢作町の自然の中で目一杯遊ぶのは中根
さんの４兄弟。周りに近い年齢のお友達の家が
無いため、遊ぶときはいつも兄弟一緒。家の周
りにいくつか秘密基地を作ってお菓子をこっそり
持ち込み遊ぶそうです。
　ご両親の教育方針は“やりたいことはとことん
させる！”。長男の蒼粋くんは少年野球に所属して４番バッター。長女の詩ちゃんはピアノ
とダンスを習っています。次男の暖心くんは最近バレーボールを習い始めました。
　次女の乙ちゃんが持っているのはお気に入りのクマのぬいぐるみの「くまちゃん」。
寝る時などいつも一緒です。
　しっかり者の蒼粋くんは下の兄弟の面倒をよく見ます。そのため他の兄弟は蒼粋くん
のことが大好き。家にいないと元気がなくなるほどです。ご両親は「健康で兄弟がずっと
仲良く、いろんなことを経験してやりたいことを見つけてほしい」と願っています。

［問題］二重マスの文字をA～Eの順に
　　　 並べてできる言葉は何でしょうか？

■応募締切日
令和４年７月２５日（月）　
■賞品
正解者の中から抽選で
5名様に「農協全国商品
券（1,000円分）」を
プレゼント

■応募要領
ハガキに、①クイズの答え ②郵便番号・住所 ③氏名 ④年齢 ⑤職業 
⑥電話番号 ⑦今月号で良かったところ ⑧ＪＡまたは広報誌に対する
意見・要望などをご記入の上、下記までお寄せ下さい。
※読者の皆様からいただいたお便りの個人情報は、当選者へのプレゼント発送に利用させていただきます。
　また、お便りの内容を紙面に紹介する際は、地区とイニシャルを掲載させていただく場合があります。

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの 本店 総合企画部 組織広報課
〈E-mail〉koho@ja-higashimino.gjadc.jp

①７月の第３月曜日はーの日。国民
の祝日です

②お遍路さんが巡ります
③ムチとの使い分けが大切
④開くと花が咲きます
⑤そうめんをゆでている途中に入れる
人もいます
⑦泳げない人の強い味方
⑨夏の土用のーの日にはウナギを
食べると良いといわれます
⑪輪島や呼子のものが有名
⑬蚕の繭から作る繊維
⑮鉄がさびるのはこの化学変化による
ものです
⑰京都の夏を彩るー祭
⑲酔うとこの猛獣になる人も
㉑１-１＝

①前の反対側
③梅雨が明ければ夏本番。
　ーが増します
⑥神社で神事に奉仕する女性
⑦土用干しをする漬物
⑧窒素（78％）、酸素（21％）などが
含まれます
⑩音を聞き取る器官
⑫波ーを上げて船が進む
⑭七夕飾りや短冊をつるします
⑯カブトムシが集まる木の一つ
⑱歌謡曲などの前奏のこと
⑳唱歌『夏の思い出』の歌詞に出て
くる地名
㉒継続はーなり
㉓列車を走らせるために敷きます

■ヨコのカギ ■タテのカギ

■6月号の答え
ラベンダー　
■クイズ当選者
杉浦　 嘉彦 さん
桂川　 順子 さん
林　　 栄子 さん
奥田 ふさ子 さん
渡邉 　和美 さん※Eメールでもご応募を

　受け付けています。

あい♥あい会員のふれあいプチセミナーが６月から各地でスタートしました。第１回目は「クラフトかごにデコナップ」で、大変好評でした。
７、８月に陶芸、１１月は正月の水引飾り、12月に簡単スイーツを予定しています。興味のある方は下記までお問い合わせください。
ＪＡひがしみの本店　組織広報課
℡0573-78-0124

お客さんが楽しんで
過ごせるように

恵那市三郷町

足立 正博さん（65）
　　 智子さん（61）

のびのびと
やりたいことに挑戦

恵那市上矢作町

中根 蒼粋 くん（12）
　　　詩 ちゃん（９）
　　 暖心 くん（７）
　　　乙 ちゃん（３）

そう　き

うた

はる さね

おと

そう き うた

はる さね

おと

今日も
二 人 三 脚

あい♥あい会員で元小学校教

諭の林絹子さん（中津川市蛭

川）が7月19日（火）正午～29日

（金）正午にＪＡ本店ロビーで水

彩画の作品展を開きます。

幼い頃から絵が好きだった林さ

んは地元の日本画家大山錦子

さんに師事して基礎を学び、グ

ループ展などに出展。第一線を

退いてからは、ハガキ絵を楽し

んでいます。今回は動植物の絵

や静物画、初孫をモチーフにし

たハガキ絵などを展示します。

地域のサロンにたんぽぽの会の「たんぽぽ劇団」に来てもらいました。読み語り劇や手遊びなど楽しい時間が過ごせました。ありがとうございました！

作品を紹介する中川さん

ＪＡ助けあい組織の
皆さんが活躍して
いるんですね！

癒しの水彩画
ぜひご覧ください

谷口きよこさんのデリカビーズ遺作
展をＪＡひがしみの本店ロビーで６月
中旬に開催しました。谷口さんは１９
８６年に名古屋のデリカビーズ教室に
通い講師の資格を取得。亡くなるま
での３６年間に約１０００点もの作品を
残しました。谷口さんの娘であい♥
あい会員の中川典子さん（中津川市）
が作品展を企画しました。

ＪＡひがしみの女性部中津川市千旦林  Ｎさん

美しいブローチやタペストリー、
造花などビーズとは思えない
大きな作品も素敵でした！
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7月

8月

恵 那 支 店

坂 下 支 店

福 岡 支 店

加子母支店

付 知 支 店

山 岡 支 店

上 村 支 店

明 智 支 店

恵 那 支 店

坂 下 支 店

福 岡 支 店

加子母支店

付 知 支 店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

月　　日内 容 場　　所

7月

8月

13日（水）
14日（木）
20日（水）
〃　　

10日（水）
〃　　

17日（水）
〃　　

福岡支店
本　　店
恵那支店
山岡支店
福岡支店
本　　店
恵那支店
山岡支店

恵 那 店
中津川店
恵 那 店

山岡支店
本　　店
恵那支店
福岡支店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

7月

8月

13日（水）
22日（金）
10日（水）
22日（月）

税務
相談

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、
お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

13日（水）

〃　　

20日（水）

〃　　

〃　　

3日（水）

〃　　

〃　　

10日（水）

〃　　

17日（水）

〃　　

〃　　

7月
8月

月　　日内 容 場　　所

ローン
  センター
年金
相談

17日（日）
7日（日）
21日（日）

Higashimino●Information

本 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店
ローンセンター中津川店
ローンセンター恵那店

78-0124
25-5291
56-2121
54-2171
65-3145
26-2999

上 村 支 店
坂 下 支 店
加 子 母 支 店
付 知 支 店
福 岡 支 店

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2121

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品取扱高

32,777人
26億5,202万円

2,509億8,317万円
336億1,129万円
5,509億1,283万円

9億458万円
5億6,660万円

ここだけの話

理 事 会 無 料 相 談 日

次回のふれあい訪問日

緊 急 連 絡 先

JAひがしみの概況
（令和４年５月31日現在）

■
思
え
ば
ウ
ン
十
年
、ほ
と
ん
ど
コ
シ
ヒ
カ
リ
だ
け

を
食
べ
て
き
て
、他
の
米
も
食
べ
て
み
た
く
な
っ
た
。

Ｃ
Ｍ
で
よ
く
見
る
も
の
か
ら
試
し
、炊
け
る
匂
い

か
ら
違
う
の
に
驚
い
た
。粒
の
長
さ
に
よ
る
食
感
の

違
い
や
粘
り
、時
間
が
た
っ
た
時
の
具
合
。

　

初
め
は
ど
う
し
て
も
、コ
シ
ヒ
カ
リ
を
基
準
に

し
か
味
わ
え
な
か
っ
た
が
、ど
の
米
も
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
方
で
大
切
に
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。背
景
に
あ
る
自
然
を
想
像
し
な
が
ら
、だ
ん

だ
ん
違
い
が
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。炊
き
立
て
は

イ
マ
イ
チ
で
も
、弁
当
で
は
む
し
ろ
良
か
っ
た
り
。

一
周
し
て
、「
や
っ
ぱ
り
地
元
の
米
が
一
番
！
」に

戻
っ
て
く
る
予
感
は
あ
る
の
だ
が
…
。　　
　
（
み
）

事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

ご案内窓口 市外局番 ☎（0573)

通帳・キャッシュカードを無くしてしまった 0120-21-5522TEL

葬儀に関するご相談は 0120-09-8382TEL

電化製品のお問い合わせは 0573-78-0122TEL

プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは 0573-68-7744TEL

第3回理事会 （令和４年６月２８日）

次の事項が審議されました。
【附議事項】
①監事監査実施結果に基づく改善を要
する事項に関する回答書について
②第２４年度業務報告書について
③２０２２年度版コンプライアンス・マニュ
アルの改正について
④令和４年度の各理事の報酬額について
⑤役員賠償責任保険の加入（継続）につ
いて
⑥理事との利益相反契約について

9日（火）・10日（水）令和4年8月

みんなの
よい食プロジェクト
笑味ちゃん

なす太郎のポイント指南 主枝の決定、整枝・剪定【彩・菜・栽】

安定生産とともに、美味しい米づくりを目指しましょう！【農旬情報】

〝
お
い
し
い
〞が
聞
け
る

お
客
さ
ん
の

ト
マ
ト
を
作
っ
て
い
き
た
い
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※５月の店舗再編以降、下野支店で開催していたものは福岡支店での開催に変更になっています。
　ＪＡオリジナルカレンダーにも相談日を掲載していますが、同様に変更となりますのでご注意ください。
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Yume Note

岐阜県下ＪＡグループは
地産地消を推進しています

第
24
回
通
常
総
代
会

特集


